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第一章












（一）






　微風に揺れる葉の音が、まるで囁き声のように聞こえる。夜の森の中では、その音だけがやたら大きく耳についた。

　奇妙だと感じたアーサー・ルイは、愛馬ガブリエルの首の辺りを撫でて慎重に進むように伝えた。

　物音ひとつさせずガブリエルは静かに脚を進める。アーサー・ルイと共に深夜の森林を警護しているのは側近の騎士、カイルだけだ。

　アーサー・ルイとカイルで夜の巡回に就いて四日になる。

　ここは隣国ノルガイル国と自国、ヴァザシア国に挟まれたシルヴィアの森だ。この広大な樹海に足を踏み入れた者は二度と出ることができないと言い伝えられていた。というのも、シルヴィアの森にはフェ・ノアールと呼ばれる妖精がおり、侵入してきた者を惑わし、幻覚を見せ森に閉じ込めてしまうからだ。森に入れば最後、永遠に彷徨い続けることになる。

　ノルガイル国、ヴァザシア国、それぞれ王家の血を継ぐ男子のみがシルヴィアの森の妖精、フェ・ノアールの影響を受けないとされていた。ヴァザシア国王子、アーサー・ルイはフェ・ノアールの影響を受けない。

　ノルガイル国には男子が生まれにくく、ヴァザシア国は男系であることから、ノルガイル国直系の男子が亡くなった後は、必然的に森はヴァザシア国の領土となった。

　シルヴィアの森は三百年前に一度だけノルガイル国の領地だったことがある。最後にノルガイル国に王子が生まれたのはおよそ百年前、その時ノルガイル国が領土拡大のため、ヴァザシア国を攻め、戦争が勃発した。

　二国に王子が存在すると、どちらの国からも王子が同行すれば森への通り抜けができる。ノルガイル王子は森へ通り抜けることができることを利用し、ヴァザシア国を制圧しようと企み、戦争が勃発したのだった。

　ノルガイル王子は幼い娘と妻を残し森で戦死し、ノルガイル国は敗北した。

　それ以降ノルガイル国に男子は誕生していない。

　ヴァザシア国はシルヴィアの森を通り抜けなければたどりつくことができない。ヴァザシア国を目指してやってくる者が森に入り込むと彷徨い続けることになることから、アーサー・ルイは自ら率いる騎士団とともに、森に閉じ込められた者達を助けるために定期的に巡回をしている。

　しかし、今回は定期的な巡回ではなく、ある人物を捜していた。

　ヴァザシア国の騎士団は密偵の役割を果たす鷲がいる。主の夢の中に入り、情景を見せて情報を伝えることができた。

　五日ほど前、ノルガイル国王女、ナタリア姫らしき者が白馬に乗り、シルヴィアの森に入った夢を見たと側近のカイルの報告を受け、ナタリア姫らしき人を捜しているのだ。

　もし本当に森に侵入した者がナタリア姫なら、フェ・ノアールに幻覚を見せられ森を彷徨っているに違いない。

　両国の状況がこれ以上悪くならないようにするためにも、紛れ込んだ者を見つけ出さなくてはならない。






　空にはかすかな月明かりが差し込み、風がなくなると静寂が広がった。馬の荒々しい息遣いと、自分の心臓の音だけが大きく聞こえるような気がした。

　微風が過よぎると、木の葉が光を震わせる。視界が良くなったり悪くなったりして、緊張感を強いられた。全神経を集中させ、警戒態勢に入る。

　体感温度が一気に下がったような気がするほど冷たい空気が通り過ぎ、ピリッと緊張が高まったその時、目の前に白い煙のようなものが駆け抜け、はっと息を呑んだ。

「見たか？」

　その白いものが去っていった場所から目を逸らさないまま、カイルに問いかける。

「はい、見ました。白いものが……通り過ぎたのを……」

　カイルの戸惑った声色から、彼も同じものを見たのだということは確かだった。

　一瞬にして通り過ぎた白いもの。これは人々に幻覚を見せて惑わせるフェ・ノアールの仕業なのだろうか……？

　愛馬ガブリエルは一点を凝視したまま微動だにせず、鼻息荒く警戒態勢に入っている。

　何かが見えているのだろうか……？

　ガブリエルが見つめる先に注意深く目を凝らすが、アーサー・ルイには何も見えなかった。

　不意打ちで体が上下に揺れた。手綱を強く握りしめる。ガブリエルが勢いよく走り出した。

　振り落とされないように体勢を整えなくてはならないほどのスピードで駆けだしたが、ガブリエルはすぐに速度を緩め、今度は警戒するようにゆっくりと進み始めた。

　注意深く周りに視線を向けながら進んでいたガブリエルが急に止まった。アーサー・ルイは目に飛び込んできた情景に息を呑む。目と鼻の先に見えるその場所だけが煌々とした光に包まれていた。

　あまりに明るすぎて、目が慣れるまで時間がかかった。

　光は何かを照らしているようで、それが次第にはっきりとした形になっていく。

　光の中からぼんやりとした白いものが浮かび上がるように現れ、はっきりと見え始めた。

　幽霊なのか、生きているのかわからない……しかし、それは確かに人だった。白い塊に見えたのは、白地の布を纏っているからだ。髪は黒く長い。女だろうか……。風が吹き、木の葉の隙間に月光が差し込んだ。月明かりは幾何学模様のような影を作っていてはっきりとしない。それでも目の前にいる女が捜している隣国の王女、ナタリア姫かもしれないと期待が膨らんだ。

　アーサー・ルイは興奮で胸が高鳴るのを感じていた。

　全神経が緊張に包まれる。

　その時、悪戯な風が囁くような声を運んできた。ヴァザシア語ではない。異国の言葉だ。神経を集中させ聞いていると、どうやらノルガイル国の言葉のようだ。

　ノルガイル語は理解できる。しかし、聞こえてくる声が小さすぎて、明確に聞き取ることができない。

　呪文のように同じ言葉を繰り返しているように感じる。

　耳を澄ませ、神経を集中させてかろうじて聞き取ることができた単語は、救い、苦難、罪、赦し――という意味のものだった。

　祈っているのかもしれないと、アーサー・ルイは思った。

　長い黒髪と白いシュミーズの裾が微風でかすかになびいている。顔はアーサー・ルイのほうに真っ直ぐ向いているが、自分を見ているのか宙を舞っているのかは、わからない。身動きしないことから、アーサー・ルイには気づいていないのかもしれないと思えた。

　こんなに近くで対面しているというのに、奇妙だ。

　アーサー・ルイが慎重に近づこうとガブリエルに合図したその時、突然強い風が吹き抜け木の葉が揺らいだと同時に、月光がその者の顔を鮮明に照らしだした。

　陶器のような白い肌は黒髪とのコントラストではっとするほど人目を引く。瞳は大きく、まるで宝石のような、透き通った水のようなアイスブルーだ。それがきらりと光ったのをアーサー・ルイは目にし、息を呑んだ。

（なんと美しい――こんな美しい女は見たこともない……）

　魅入られ動けなくなる。

　アーサー・ルイが見とれていたその一瞬で、女が突如走り出した。長い髪がふわりと舞い上がり、シュミーズの胸に刺繍されている紋章が目に飛び込んできた。

（あれは、修道院の紋章だ）

　我に返り、女の後を追う。

　女の脚より馬のほうが速いはずなのに、瞬く間に姿が見えなくなった。

「どこにいる？　カイル」

「はっ、一瞬にして消えました」

　手綱を引き、ガブリエルを止まらせる。甲高いいななきが静寂に響いた。

　ガブリエルは荒い息遣いで辺りを見回し、女を捜すようにせわしなく首を動かしている。

「信じられない……目と鼻の先にいたはずだ……なのに、一瞬にして見失うとは……」

　森の妖精の仕業なのだろうか……？　自分は妖精の影響を受けないはずなのに……なぜ？

「殿下」

　カイルに声をかけられ我に返る。

「このことは他言するな」

「はっ」

　カイルが頭を下げたのを確認し、アーサー・ルイは動き出した。

「巡回を続ける」

「はっ、殿下」

　神秘的な樹海では、木の葉から差し込む月の光で奇妙な模様を作り出してそれが人影に見えたりする。

　満月の前後七日は特に奇妙な現象が起こるとされていた。妖精の悪戯でなくても見間違うこともある。

　黒い髪に白い肌、そして透き通るような水色の瞳。ノルガイル人の特徴そのものだ。あの女はナタリア姫だろうか……？

　樹海に差し込む月明かりを見ながら、自分が見た女が実在すると仮定して考えてみる。

　あの女はきっと修道院にいるに違いない。

　この目で確かめなくてはならない。










（二）






　マリアンヌはいつものように修道院の庭仕事に励んでいた。

　とても気持ちの良い柔らかな日差しを肌に感じ、ぽかぽかと暖かくなる。まるで心にまで熱が浸透してくるように感じ、不安な気持ちから解放されるような気がした。ここのところ眠れていないのか、いつも体がだるく力が入らない。

　体の節々が痛く、疲労感が残っていた。

　今朝はいつもよりも状況は深刻だった。マリアンヌが起き上がろうとした時、脚が汚れていて切り傷もたくさんあり、足の裏は血だらけでふくらはぎまで細かい殺傷痕がついていたのだ。

　いったいどうやったらこんな傷が一晩でできるというのだろうか？

　こんなにひどいのは今回が初めてだが、今までにも足の裏が汚れていたことはあった。

　寝ぼけて中庭に出てしまったのかもしれないと軽く考えていたのだが、今回の傷は中庭に出ただけではできないようなものだ。

　マリアンヌによくしてくれる院長にこれ以上心配をかけたくない。

　自分が何者で、どうやって修道院に保護されたのか……マリアンヌは覚えていない。目が覚めた時には修道院のベッドの上に寝かされていたのだ。

　世話をしてくれた修道女に話しかけられると、言葉を理解することはできた。しかし、自分が何者かがわからない恐怖と混乱で、喉が詰まったようになって上手く言葉が出ず、返事ができなかった。

　思い出そうと考えてみるが、名前どころか、どこで何をしていたのか、どんな生活を送っていたのか、両親のことさえ思い出せなかった。

　記憶を取り戻せない状況が怖くてマリアンヌは怯えていた。

　それ以来誰も話しかけてこなくなった。誤解を解くために自分から話しかけることもできたが、記憶がないと正直に打ち明けていいのかわからなかった。奇妙に思われ不信感を抱かれてしまうのではないか……と、怖くなったのだ。

　院長が会いにきてくれた時も、同じように緊張と不安で言葉が出てこなかったことから、話すことができないと思われたようだった。

　院長はマリアンヌが話せなくても目を見て話しかけてくれた。マリアンヌの髪を撫で、安心させるように手を握ってくれた。とても優しい表情で、慈愛のこもった瞳をしていて、まるで護られているような気がした。

　体調が戻ったらほかの修道女と同じような共同生活を送るようにと言ってもらえ、追い出されずにすんだことに胸をなで下ろした。院長からは、修道女の服を着て髪を隠し、顔を伏せて過ごしなさいと忠告された。というのも、マリアンヌの黒髪や白い肌、透き通るような目の色はここでは目立つからだと。髪や肌の色などの容姿の特徴でノルガイル国民かヴァザシア国民かがわかると言う。そしてここは修道院だと。

　院長から「マリアンヌ」という名を与えられ、マリアンヌは、甘んじてこの状態を受け入れた。

　何日かすれば何か思い出すかもしれない――と、希望を持つことにした。思い出してから告げても遅くはないはずだ。それまでは、話せないと思われているほうが詮索されずにすむ。

　修道院で目が覚めてから数日が過ぎたが、まだ何一つ思い出せないままだった。






「アーサー・ルイ王子が来訪されました。皆に大事なお話をされるので、庭に集まってください」

　副院長の声に我に返った。

（王子……？　そんな人がどうして修道院に来られたのかしら……）

　そんな高貴なお方が……。マリアンヌにはまったく関係のない人なのに胸の辺りがざわざわとし始める。

　こんなことは初めてのことでまた不安に襲われてしまう。

　もしノルガイル国の容姿の特徴を持つマリアンヌがヴァザシア国の王子に顔を見られたら、ノルガイル人の特徴ある肌の色とこの瞳の色で不審者と思われてしまうのではないだろうか……？

　隣国のノルガイル国の民に対し、ヴァザシア国の民は太陽の申し子のような褐色の肌。黄金に輝く見事な髪を持ち、瞳は同じくゴールドから薄茶色のヘーゼルが一般的だが、稀に碧眼を持つ者もいるという。

　マリアンヌの瞳の色は薄い水色だ。この国では晴れた空のようなブルーの瞳もなくはないが、マリアンヌほど薄い色の持ち主は珍しく、しかも肌の色も白すぎた。

　小麦のような黄金色の肌をしている者がほとんどで、真っ白な肌の持ち主はマリアンヌだけなのだから目立ってしまうに違いない。

　ウィンプルをかぶっているので髪の色は隠せているから下を向いて目立たないようにしていれば、自分が皆とは違うとばれないかもしれない――と、マリアンヌは楽観的に考えることにした。

　それに修道女達はマリアンヌにはとても友好的でよくしてくれている。修道院では髪や目の色、肌の色が違っても皆同じ修道女に変わりないと院長が常にそう言い伝えていたことから、彼女達はマリアンヌに不審な目を向けることはない。

　それに、ほとんどの修道女は外の世界を知らないようだった。マリアンヌ自身も知らないのだから不思議はない。

　そんなふうに思案している間にアーサー・ルイ王子が現れた。その姿を一目見た瞬間、マリアンヌはその美しく高貴な姿に魅入られ目を伏せることも、顔を隠すことも忘れてしまっていた。

（なんて力強い黄金の光を放つ美しい人なのかしら）

　朝の緩やかな太陽の下、光を背にして立つ王子は黄金の光を浴びているようにマリアンヌには見えた。

　太陽の光を浴び金色に輝く髪。褐色の肌は艶やかでエネルギッシュだ。筋骨隆々な体躯は目を見張るほど均整が取れている。

　力強い男性の象徴、神話の中の神のようだとマリアンヌは感じ、見惚れてしまう。

　それが仇となり、アーサー・ルイ王子の目にとまってしまった。

　目が合った瞬間、まるで熱湯を浴びせかけられたように全身が熱くなり、動けなくなった。今すぐに視線を逸らして下を向かなくては失礼なのではないだろうか……。そうでなくとも顔を見られるわけにはいかないのに……マリアンヌは指一本動かせず棒立ちになっていた。

　ドキドキと脈打つ鼓動の音が鼓膜に響いている。周りの声さえ聞こえない。見えるのはアーサー・ルイ王子だけ。

　一瞬にして接近され腕を掴まれた瞬間、息をするのも忘れるような衝撃を受けた。

　布越しなのに、どうしてこんなに生々しい熱を感じるのだろう。掴まれている場所が火傷をしそうなほどに熱く痛くなる。

「昨晩シルヴィアの森にいたのはお前か？」

　アーサー・ルイ王子の言葉はすんなり耳に入ってきて理解できた。ここはヴァザシア国で、その国の修道院で聞く言葉を理解できているのだから当然なのだが、マリアンヌは初めて感じる強烈な感覚に言葉をなくし、返事をすることができない。

　王子が何を言っているのかは理解できるが、身に覚えがない。けれど、脚の傷のことを考えると怖くなる。

　この傷を見られたらきっと王子はマリアンヌが森にいた人物だと考えるだろう。

　けれどマリアンヌにはそんな記憶はない。

　このことをいったいどう説明すればいいのだろう……。

　不安が押し寄せ恐怖心で体が硬直する。掴まれた腕だけが焼けるように熱く、マリアンヌは引きずられるように連れていかれた。

　院長が王子に何か訴えかけているが、マリアンヌは聞こえなかった。まるで耳が聞こえなくなったかのように何の音も届いてこない。

　周りには修道女達も、院長もいるというのに、マリアンヌに見えているのはたったひとり、マリアンヌの腕を掴んで離さないアーサー・ルイ王子だけだった。

「お前を馬に乗せる」

　アーサー・ルイ王子に横抱きに抱えられ、馬の背に座らされた。あっという間のことで、マリアンヌは体を硬直させたままされるがまま身動きできない。心臓だけが激しく打ち付けている。

　王子が素早く馬にまたがると、マリアンヌの後ろから密着するように体を寄せた。

　まるで護られているようにすっぽりとアーサー・ルイ王子の腕に収まっている。

　緊張で息さえまともにできなかった。

　アーサー・ルイ王子が身につけているなめし革の匂いと薬草のような香り、それが体温で暖められ混じり合ってとても刺激的な香りがする。

　王子から伝導する体温、そしてこの香りにマリアンヌは陶酔したようにうっとりとしてしまい、自分の身がとても危険だということすら忘れてしまいそうだ。

「しっかり掴まっておけ」

　そう言うと王子は馬を蹴った。体が激しく上下に揺れる。横乗りになっているマリアンヌは王子に抱きつき、顔を胸に埋めた。そうすると今度は先ほどと違う香りに包まれた。

　スパイシーで、煙のような魅惑的な男性の香りだ。その中に爽やかな森の木々の清涼な香りが混ざっている。

　マリアンヌはまたしてもうっとりとしてしまう。

　王子の鼓動の音に合わせるように、胸が上下する動きにも気を取られてしまう。

（なんて力強い鼓動なのかしら……）
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　アーサー・ルイ王子のすべてから男性的なエネルギーが発散されている。

　怖いからなのか、それとも、そんな男性的な魅力に毒されてしまったのか……マリアンヌの鼓動は速くなる一方だった。

　身に覚えのない深夜の森でのことを何度聞かれたとしても答えられない。そのためにひどい目に遭わされるかもしれない。そんな悪いことを想像してしまうと、恐怖に身がすくんでしまう。

　体がガクガクと震え始める。すると王子に強く腰を抱き寄せられた。その腕の力強さに、少なからず震えが収まってゆくが、馬が走る振動に体が上下に揺れ、舌を噛んでしまいそうになる。歯を噛みしめ、ぎゅっと目をつぶった。するとまた不安に駆られることばかり考えてしまう。

　何を聞かれても、マリアンヌは自分自身のことさえわからない。そのことを正直に話したとして、王子は理解してくれるだろうか……。

　頭のおかしな女だと思われて、投獄されるに違いない。

　マリアンヌは絶望感に打ちひしがれた。










（三）






　ヴァザシア国の宮殿に連れてこられたマリアンヌは、ソファや天蓋付きのベッドがある立派な部屋に案内された。さすがに王家に仕える者は従う教育を受けているのか、マリアンヌに対してあからさまに感情を出す者はいなかった。

　王子はマリアンヌを馬から下ろした後、マリアンヌをカイルに託して去っていってしまい、彼によって部屋まで案内されたのだ。

　カイルもヴァザシア国の民の特徴そのもので、背が高く筋骨隆々の強靱な肉体をしている。目尻から頬にかけて縦に傷があり、怖いイメージを増幅させていて、カイルの顔を見ることができない。

　部屋の中にはふたり侍女がおり、そのひとりがカイルのほうに近づいてきた。

　ふたりはマリアンヌには聞こえないようにひそひそと何かを話し始める。それは数秒で終わった。カイルはマリアンヌには何も言わず部屋を出ていった。

「わたしはジルと申します。今から入浴していただき、着替えていただきます。さぁこちらに」

　ジルと名乗った侍女はマリアンヌが理解してもいなくても気にしていないのか、身振り手振りでついてくるように促した。

　続き部屋のドアを開け入っていく。そこは浴室だった。

　部屋に入ったジルともうひとりの侍女によって手際よく修道服を脱がされた。頭を覆っていたウィンプルを外された時、ふたりが息を呑んだのを感じた。

「まぁ、なんて美しい髪をされているのでしょう。この国では見ることができない艶やかな黒い髪だわ」

　ジルがマリアンヌの顔を覗き込んで話しかけてくる。マリアンヌはなんと答えて良いのかわからず下を向いた。

「ヴァザシア語がわからないのですね」

　マリアンヌは何の反応もしなかった。

　マリアンヌが言葉を話せないと思ったジルは、それから何も話しかけてはこなかった。

　侍女達は手際よくマリアンヌの体を洗うと、次に窮屈なコルセットを着け始める。仕上がった自分の姿は、どこかの姫が着るような美しいドレス姿だった。

　髪を結われ、白粉を施される。

　鏡に映し出されたマリアンヌはその姿に驚愕していた。

　記憶の奥深くで……何か懐かしい感覚に囚われる。

　鏡に映る自分の姿を見たことがあるような……こんなふうに着飾った自分の姿を知っているような……そんな奇妙な感覚だった。

　つまり、以前はこんな貴族のような格好をしていたのだろうか……？　ノルガイル国で……？

　漆黒の髪、薄い色のブルーの瞳、透き通るほどの白い肌。修道院院長の言葉が正しければ、マリアンヌはノルガイル国の民だ。

　もしかしたら高貴な家柄の出なのかもしれない……。

　それ故王子はマリアンヌを城に連れ帰り、客人のように扱ってくれているのかもしれない。

　それがマリアンヌにとって良いことなのかはさっぱりわからないことが怖かった。

　自分がどこの誰なのかわからなくて、誰を頼り、信じていいのかわからない。どこをどう見てもノルガイル国の特徴を持った自分はヴァザシア国にいて安全なのだろうか……？

　もっと警戒しなければいけない――不安に押しつぶされそうな心に言い聞かせた。

　鏡の前の自分の姿を見つめていたマリアンヌは、侍女達の緊張感を感じ取り、物思いから我に返った。

　ドアが開き、そこにアーサー・ルイ王子が現れたのだ。

　一歩部屋の中に入った王子は鏡に映し出されたマリアンヌを見ていた。ヘーゼル色の瞳を見た瞬間、緊張感と同時に甘い疼きを全身に感じた。

　もう一歩、王子は脚を前に進めた。

「美しい。とても、平民とは思えない気品がある」

　王子の言葉はヴァザシア語ではなかった。意図的にノルガイル語を話したのかもしれない。マリアンヌを試すために。

　マリアンヌはノルガイル語を理解できたことにさほど驚きはなかった。しかし、理解したことを正直に打ち明けていいのかどうか戸惑ってしまい、しばし茫然として、ただ立ち尽くしてしまっていた。

　王子に観察されるように見つめられ、次第に頬が熱くなっていく。コルセットで胸が締め付けられている上、鼓動が激しくなりすぎて息苦しくなる。

　マリアンヌがいつまでたっても返事をしないでいると、今度はヴァザシア語で同じことを王子は言った。

　ノルガイル語は理解しない振りをしてヴァザシア語を理解できる振りをしたほうが良いのだろうか……。自分の立場がわからないマリアンヌは不安のあまり考えすぎて、返事をすることができない。

「知っているか？　お前はこの国の民の特徴とはかなりかけ離れている。この国は閉鎖的で血の繋がりを大事にする。ヴァザシア国民は外国の者とは交わらない。それ故、髪や肌、目の色が類似している。お前はヴァザシア国の民ではない」

　ヴァザシア語でそう言われマリアンヌは恐怖に目を見開いた。

　これでマリアンヌが理解していることは王子に伝わっているだろう。

「お前は……ノルガイル国の民の風貌そのままだ。森を通り抜けることはノルガイル国民にはできないはずだ。森を通り抜けなければヴァザシア国に入ることはできないのにどうやったのだ？」

　そう言われても、マリアンヌにもどうやってここまで来たのかわからない。目が覚めた時には修道院のベッドに寝かされていて、家族のことも自分の名前さえ覚えていなかったのだから。

　自分はノルガイル国の民なのだろうと思う。おそらく、高貴な出自なのだろう。それなら家族がマリアンヌを捜しているのではないだろうか……。いや、もしかしたら、何かあり、ここまで逃げてきたのかもしれない……。

　ノルガイル国は今ひどい状況にあるのではないだろうか……？　記憶をなくしたということは、思い出したくない、もしくは思い出さないほうが良いからではないだろうか……。

　マリアンヌは必死で考えた。

「大丈夫か？　ナタリア？」

　ナタリアと呼ばれ、不意に顔を上げた。なんとなく、自分が呼ばれたような気がしたのだ。自分はナタリアという名だったのだろうか？　王子はマリアンヌが何者なのか知っているのだろうか？

「わたくしの名は……マリアンヌです」

　王子が安心させるような優しい笑みを作り頷いた。その表情に少なからずマリアンヌは警戒心を解いてしまう。

「お前は昨晩シルヴィアの森にいたな？」

　確信しているような揺るぎない視線がマリアンヌを硬直させる。けれど、マリアンヌにはわからない。

「森でいったいなにをしていたのだ？」

　マリアンヌはわからないと伝えたくて、必死で首を横に振った。

　王子が目にしたのは自分ではない。記憶にないのだからそれは自分ではないはずだ。脚の傷はきっと修道院内で働いていた時に、無意識のうちについていたに違いない。そう自分に信じ込ませるように言い聞かせた。

　アーサー・ルイ王子はマリアンヌの瞳から一瞬たりとも視線を逸らさない。まるで心の内を読まれているのではないかと思うほどだ。

「怖がることはない。自分の目で見た者が実在するのかを確かめたかっただけだ。森にいた者でなければ、お前は誰だ？」

　その言葉にマリアンヌは息を呑んだ。

　マリアンヌの答え次第で、自分の運命が決まってしまうようで恐ろしくなった。

（怖い……とても怖い……。わたくしは、誰？　本当に昨晩、深夜の不気味な森を徘徊していたの……？　考えられない。そんな恐ろしいことをわたくしがしたなんて……）

「わ、わたくしじゃない……わたくしじゃない……ああ、わたくしではない……」

　マリアンヌは無意識にそう言っていた。

　恐怖に震えるマリアンヌを見る王子の瞳が驚愕に見開かれる。そして優しく包み込むような笑みになった。

「大丈夫だ。マリアンヌ、怖がらなくていい。お前は俺が護ってやる」

　ノルガイル語で王子はそう言ってマリアンヌを安心させるように両手を握った。










（四）






「カイル、マリアンヌの部屋の前に護衛をつけ絶対に外には出すな。もちろん誰にも会わせるな。王であってもだ」

　マリアンヌの部屋を出たアーサー・ルイは側近のカイルにそう告げた。

　マリアンヌと名乗っているが、あの女はアーサー・ルイが捜していた人物、ノルガイル国の王女ナタリア姫に違いない。

　記憶をなくしている振りをしているが、とうとうボロを出した。ノルガイル語を彼女は話したのだ。

　マリアンヌはノルガイル語を話したことさえ気がつかないほど動揺していた。

「わ、わたくしじゃない……わたくしじゃない……ああ、わたくしではない……」と、ノルガイル語でアーサー・ルイに訴えたのだ。

　ノルガイル語で「大丈夫だ。マリアンヌ、怖がらなくていい。お前は俺が護ってやる」と返答した。

　おそらく動揺していて、ノルガイル語かヴァザシア語かの認識はなかったのかもしれない。つまり、彼女は両国の言葉を自国語のように理解できる貴族階級ということになる。

　平民ではこうはいかない。

　つまりナタリア姫の可能性が大きい。

　なぜノルガイル国の姫がシルヴィアの森を抜けヴァザシア国にいるのか――その理由を聞き出すためにも、もう少し慎重に接し信用を得なくてはならない。

　それに、マリアンヌが森を自由に動けるとなっては見逃すわけにはいかない。

　隣国ノルガイル国の特徴通り美しい黒髪に透き通るような碧い瞳、滑らかな白い肌。印象的な大きな瞳で見つめられると息をすることも忘れてしまう。まるで女神のような容姿をした美貌が脳裏に焼き付いて離れないほどだ。どことなくミステリアスな雰囲気を持っているのも惹かれる理由かもしれない。あの肌に触れたくて指が疼き出し、息が苦しくなる。マリアンヌが視界に入るだけで心が乱されてしまう。

　いっそのこと、自分のものにしてしまいたい衝動に駆られる。

　マリアンヌの美しさに魅入られ、そんなことを考えている自分に呆気にとられた。こんな感情は初めてのことで、頭がおかしくなったのかと心配になる。確かなことは、マリアンヌを手に入れたいという欲望をはっきり感じていることだ。

「アーサー・ルイ王子、王がお呼びです」

　アーサー・ルイを呼びにきたのは王の下部しもべのひとりだ。

　修道院を訪ねたことがもう耳に入ったのかと、舌打ちしそうになるのを寸前で堪え、カイルのほうを向く。

　無表情のまま視線だけで、カイルも王に呼ばれた理由を知らないことを悟った。

　王はアーサー・ルイが修道院を訪れ、修道女を連れ帰ったことを修道院の使いから伝えられ知っているのかもしれない。

　その場合を想定して、どう対応するべきか……。

　王の下部の後に続きながら、アーサー・ルイは頭を働かせる。

　王の間に呼ばれるものだと思っていたアーサー・ルイは、そこを通り過ぎ中庭に連れていかれた。

　庭のテーブルで昼食を取っていた王はアーサー・ルイを見るなり座るように促す。

「昼食はまだだろう」

「はい」

　テーブルには料理やワインが並べられている。アーサー・ルイの前には皿も用意されていた。

　料理には手をつけず、ワインをグラスに注いだ。

「まず、お話を先に……」

　アーサー・ルイは要件を急かした。

　王はナプキンで口を拭くと鋭い視線で睨み付けるような目つきを向けてくる。アーサー・ルイは無表情でそれを受け止めた。動揺を悟られたくなかったからだ。

「修道院に突然出向いたそうだな。修道女を連れ去ったのはなぜだ？　院長からひどい行いだと非難を受けた。修道女をすぐに戻してほしいとのことだ」

　予想していたこととはいえ、まさかすぐに取り返そうとしてくるとは思っていなかった。こうなれば、王にも力になってもらうしか術はないのかもしれない。

「あの修道女はノルガイル国民の特徴に似ておりました。昨晩シルヴィアの森で修道女の夜着を来た女を見ました。ノルガイル人に違いありません。なぜヴァザシア国に入れたのかを探るべきかと連れ帰りました。これから詳しい事情を聞き出します」

「なるほど。お前はその女が何者だと考えているのだ？」

　アーサー・ルイはナタリア姫のことを言うべきか躊躇したが、王を味方につけておくためにも話した方が良いと判断した。

「密偵の報告で、ノルガイル国のナタリア姫らしき人物を乗せて馬がシルヴィアの森へ入っていったと。もしかしたらナタリア姫かもしれません」

　王はアーサー・ルイの心の内を読もうとするように視線を合わせたまま離さない。

　どちらが先に瞬きするか、どちらが先に視線を逸らせるか。そんな意地の張り合いをしているような錯覚に陥るが、こういう時の王は考えを巡らせているのだ。

　王がニヤリと笑った。何か名案が浮かんだ時によくする表情だ。

「院長には我から上手く言っておこう。その女が誰なのかを調べると同時にナタリア姫が行方不明になっているかどうか探り出すのだ。もしノルガイル国の王女を保護できたのなら、これを期にお前と王女の婚姻を持ちかけることも可能だ。そうなれば、両国が平和的に歩み寄ることができるだろう」

「はい、お任せください」

　ナタリア姫を救えば、それをきっかけに結婚を提案し、両国との確執を終わらせようと持ちかけることができる。

　ノルガイル国は何代も王子が生まれていない。代々の王は婿養子である。現王が授かったのもナタリア姫だけだ。

　ヴァザシア国も子はひとりしかできず、歴史を振り返っても王子だけしか授かっていない。

　ノルガイル国のナタリア姫の命を救ったのだから当然ナタリア姫がヴァザシア国に嫁ぐことになる。

　マリアンヌがナタリア姫であってほしいと願っている自分がいる。もし、マリアンヌがナタリア姫でなかったとしても、どうしても彼女を手に入れたい。頭の中はマリアンヌのことでいっぱいだった。どうしてそれほどマリアンヌに囚われてしまうのかがわからない。今までに経験したことのない胸を焼き尽くすような熱い感情が滾っている。これはいったいどういうことなのだろう……？

　アーサー・ルイは食事には手をつけず席を立った。

　昼食は中央の庭園にてマリアンヌと共に取る旨をカイルに告げる。

　マリアンヌを怯えさせないように、素性を聞き出さなくてはならない。






　庭園に着くと、もうすでに食事の用意がされてあった。

　アーサー・ルイは上座に座る。その横にカイルがついた。

「わたしがマリアンヌ様をお迎えにいきましょうか」

　言葉の端々にカイルもマリアンヌがノルガイル国の姫だと思っている節が見える。アーサー・ルイは「必要ない」とだけ言った。

　しばらくしてマリアンヌがメイドに連れられてやってきた。まだ怯えているのが見て取れ、その蒼白な顔色が痛々しさを増幅させている。

　座るように視線で促すと、マリアンヌは身についている習慣からか、自然にお辞儀をして椅子に腰掛けた。

　優雅な身のこなしだ。礼儀作法が身についていることは一目瞭然だ。

　アーサー・ルイは注意深くマリアンヌを観察した。

「昼食はできるだけ、一緒にとってほしい」

　そう言うと、マリアンヌは目を見開きまるで驚いたようにアーサー・ルイを見た。その表情が愛らしく、笑みが漏れそうになる。

「はい」

　小さい声でそう返答する。それはヴァザシア語だった。

「ヴァザシア国と隣国のノルガイル国の間にはシルヴィアの森がある。それは知っているな？」

　マリアンヌが硬い表情のまま頷いた。

　アーサー・ルイは意図的にヴァザシア語で話をした。マリアンヌは問題なくヴァザシア語を理解しているようだった。

「シルヴィアの森の言い伝えを知っているか？」

　マリアンヌは数秒首をかしげ考えた後、顔を横に振った。

「いいえ……知りません」と、ヴァザシア語で答えた。

「シルヴィアの森の樹海に足を踏み入れたものは二度と出ることができないと言われている。なぜなら、シルヴィアの森はフェ・ノアールと呼ばれる妖精が支配しているからだ」

　マリアンヌはその童話のような話に興味を示した様子で瞳を輝かせアーサー・ルイに真っ直ぐな視線を向けた。純真な眼差しが新鮮だったからか、アーサー・ルイは今まで経験したことのない感情を持った。

　愛おしさで胸が熱くなるのを強く感じたのだ。落ち着いたふうを装い、先を続ける。

「しかし、唯一迷うことがない者がいる」

　マリアンヌが先を急かすように前のめりになった。

　アーサー・ルイは焦らすように、肉の塊を口に運び、ゆっくりと咀嚼し時間を稼ぎマリアンヌを観察した。

　彼女は魅入られたようにじっとこちらを見つめ続けている。

　水のように澄んだ色の瞳が日中の光に反射し、キラキラしている。庇護欲を駆られるほど純粋な瞳だ。その視線が自分だけに向けられている。

　優越感が次第に膨らみ、笑みを漏らしそうになるのを寸前で抑えた。

「フェ・ノアールの影響を受けないのはヴァザシア国の王子、もしくはノルガイル国の王子のみとされている」

　マリアンヌが片手を胸に当て息を吸い込んだ。動揺しているのは明白だった。

　シルヴィアの森で見た女はマリアンヌに違いないと直感が訴えかけてくる。

「フェ・ノアールは森に迷い込む人々、国境を越えるために入り込む人々を惑わせる幻覚を見せ、森の中を彷徨わせ、閉じ込めてしまう」

　マリアンヌは固唾を呑んだまま一言も発さず、アーサー・ルイを見つめ続けている。

　その瞳と視線を絡ませていると、奇妙な感覚に囚われ始める。胸の奥深くが熱く苦しくなるのだ。全身全霊でこの女が欲しいと訴えかけるように欲情が急激に加速し始める。今まで感じたこともない激しい熱にアーサー・ルイはひるんでしまいそうになる。しかし、マリアンヌの視線を自ら逸らすことはしなかった。

「シルヴィアの森は時にノルガイル国の領地、時にヴァザシア国の領地となった歴史がある。しかしそれは遠い昔の話だ。というのも、ノルガイル王家には男子が誕生することが稀で、王子のみが生まれるヴァザシア王家の領地となることが必然だったからだ」

　マリアンヌの表情を注意深く観察する。

　ノルガイル国の姫ならばこの辺りの事情を教え込まれていて当然で、ヴァザシア国に一歩踏み込めば身の破滅だと理解しているはずだった。

　マリアンヌの反応にはノルガイル国の姫だと断定するための決定的な何かが欠けているように感じられた。しかしそれが何なのかはわからない。

　だが、自分が森で見た女はマリアンヌに違いないという確信にも似た想いはあった。

　それとも願望が強すぎて、そう思い込んでいるだけだろうか？

「マリアンヌ、そなたは、シルヴィアの森にいた。我が見たのはそなただ」

　自信に満ちたはっきりとした声でマリアンヌに告げた。

　彼女は顔面蒼白にしたまま、微動だにせずアーサー・ルイに真っ直ぐな視線を向けていた。










（五）






　ヴァザシア宮殿に来て、三日が過ぎた。

　自分がいったい何者なのか……？　考えても見つからない答えをいつも探し、絶望感に襲われている。この城に来て唯一の楽しみは、王子との昼食だった。そう、今このひとときだ。

　アーサー・ルイ王子は昼食をマリアンヌとともに取ることだけを要求し、その時に話をする以外、見かけることはないから、よけいに一緒にいられるこの時間を待ち望んでしまうのかもしれない。

　少し視線を上げれば目に入るほど近くにいる王子を意識すると、心臓が早鐘を打ち始めてしまう。

　この城に連れてこられた日に昼食の場で「そなたは、シルヴィアの森にいた。我が見たのはそなただ」と、はっきり言われた時、マリアンヌは何も言えなかった。

　アーサー・ルイ王子がそう確信しているのならそうなのだろう。それを認めるしかないのかもしれない。しかし、記憶にないのだから、肯定できるはずもなく、信じたくない気持ちも強く、はっきりと否定もできなかった。

　黙秘するしかなく、いたたまれない気持ちが膨らんでいく。

　――本当のことを言うべきだろうか……？

　記憶障害があることを素直に告げたい気持ちが増していた。やましいことがなくなれば心が軽くなるに違いない。しかし、もしそれを信じてもらえなければ……。マリアンヌは窮地に立たされることになるだろう。

　今、マリアンヌは修道院よりも良い待遇を受けていた。

　労働を強要されることもなく、三食の食事を与えられ、入浴をさせてもらい、まるで貴族のような豪華なドレスを与えられている。

　次第にやましいことをしているような気持ちになってしまう。

　こんなに良くしてもらっているのに、何ら王子の役に立っていないのだ。

　王子がグラスを手に取りワインを一口飲んだ。その優雅な手つきに見とれてしまう。

「どうした？　食欲がないのか？」

「あ、いえ」

　不意に声をかけられて、しどろもどろになり上手く返事ができない。それでも王子は気にする様子はなく、食事を続けている。

　王子が以前口にした名前……たしか、ナタリアと呼ばれた。その人はいったい誰なのだろう？

　王子がマリアンヌをナタリアだと確信しているのなら、記憶障害のことを打ち明ければ教えてもらえるのだろうか？

　考え出すと食事どころではなくなってしまう。

　どうやったら、聞き出すことができるのだろうか……。

　そんなことを考えている間、食事を終えた王子に見つめられていることに気がついた。視線が合い、トクンと大きく心臓が跳ねた。

「ヴァザシア国とノルガイル国は長い間対立しており確執は根深い。というのも、ノルガイル国に王子が生まれると、領土争いの戦争が起きた歴史があるからだ。同じ過ちを阻止するにはどうすればいいと思う？」

　また意表を突かれ、ナタリアは驚愕に瞳を大きく見開いた。どうすれば良いかなどわからない。

「ど、どうすればいいのでしょう」

　質問を投げかけられ、疑問で返してしまい、恥ずかしくなって頬が熱くなった。

「両国が婚姻によって結ばれることが平和的に解決できる最良の方法ではないかと思う。そう思わないか？」

　王子の意見にマリアンヌの表情はぱっと明るくなった。確かにそうだ。しかしすぐにあることに気づき顔を背けた。

　つまり、王子が敵対国ノルガイル国の姫を妃に迎えるということだ。

　二国が婚姻によって和解できれば争いのない平和な未来が待っている。けれど王子が結婚してしまうのには耐えられない。そんな醜い気持ちが膨れ上がる。

　マリアンヌは自分が持った感情にたじろいだ。

「そなたは、ノルガイル国の民で間違いない。ヴァザシア国に入るには必ずシルヴィアの森を抜けなくてはならない。いったいどうやって抜け出せたのだ？」

　マリアンヌは王子の問いに答えたい一心で考えた。

　王子の言う通り、自分は森を通ったはずだ。つまり必ずフェ・ノアールの影響を受けるはずである。記憶がないのは、もしかしたらフェ・ノアールによって記憶を消されたからではないだろうか？

「あの……」

　マリアンヌは無意識のうちに声を漏らしていた。王子が期待するように前のめりになるのを感じ、緊張が走る。

「言いたいことがあるなら遠慮なく言えばいい」

　勇気づけるようにそう言われ、マリアンヌは頷いた。

「森にいた記憶はないのです。もしかしたらフェ・ノアールの悪戯で記憶をなくしたのでしょうか……」

　王子は顎に指を添え、考え込むような仕草をした。緊張感が増し、いたたまれなくなる。

「そなたの記憶は森で彷徨っていた間だけがないのか？」

　マリアンヌは息を鋭く吸い込んだ。もう隠しておくことはできない。王子はとても聡明でマリアンヌの嘘を見抜いてしまうに違いない。

「あ、あの……わたくしは……記憶が……何も思い出せないのです」

「何も？　どこで生まれどこで育ったのかも、両親のことさえ思い出せないのか？」

　そうはっきりと言われると衝撃が大きい。マリアンヌの瞳から涙が溢れ出す。

「はい、何も思い出せません」

　アーサー・ルイ王子が席を立ち、マリアンヌの傍まで一瞬にして近づき頬に流れる涙を指先で拭い取った。

　驚愕のあまり身動きができない。

　頬を手のひらで覆われ、その暖かさにさらに涙が溢れ出してしまう。

　王子はマリアンヌの涙で潤む瞳から視線を逸らさない。その真っ直ぐな眼差しにすべてを見透かされているような気がした。

「記憶をなくしているのだな……。我はそなたが誰なのか……知っている気がする」

　そう告げられた。

　深い霧の中に置き去りにされたような心細さで辛かったマリアンヌに一筋の光が見えたような気がした。

「わ、わたくしのことを……？　わ、わたくしはいったい……誰なのですか？」

　王子はマリアンヌの頬を優しく包みながら、微笑んでいる。

「それはまだ言えない。もう少しお互いに心を開いて話し合おう。そうしているうちに確かになるだろう。その後、そなたに話そうではないか」

　確かにそうだ。憶測だけでは告げることはできないだろう。そんなふうにマリアンヌは素直に理解した。

　頷くと王子の片方の手に手を添えた。王子の瞳が見開かれる。

　王子の手に触れるのは失礼だっただろうか……と、不安に駆られたが、王子はマリアンヌをとがめることはしなかった。

　それがとても嬉しかった。






　王子に記憶がないことを打ち明けて以来、マリアンヌは次第に王子と接することにも緊張が解け、普通に話せるようにまでに変化した。

　今日はとても穏やかな天気なので、庭園のテーブルでの昼食となった。

「そろそろ花が咲き始めたようだな。甘い花の香りがする」

　マリアンヌはぱっと顔を上げた。

「この香りはそうなのですね。とてもいい匂いです」

　アーサー・ルイ王子と視線が合い、優しく微笑んでもらえ、ドキンと鼓動が大きく打ち付け、頬が熱くなった。

「今朝、カメリアがたくさん咲いたと聞いた。食事の後、庭園を散歩しよう」

「はい」

　カメリアの花。なんとなく覚えているような気がする。

「たぶん、見たことがあると思います。カメリアの花を実際に目にしないとわかりませんけれど……」

　アーサー・ルイ王子が神妙な表情で頷いた。

「そう言えば、ノルガイル国の国花はカメリアだな。しかし、カメリア・サザンカと呼ばれる寒い時期に咲く種類だ。ヴァザシア国は夏に咲くカメリアで白い。ノルガイル国のものと少し違う。ここのカメリアは一日しか咲くことができないのだ」

　王子は辛抱強くマリアンヌの記憶を引き出そうと、ヴァザシア国とノルガイル国の話をしてくれるが、花の話は初めてで、マリアンヌは興味深く聞いた。

　王子の耳に深く浸透するような優しく響く低い声色にうっとりとしてしまう。

　国花のことを聞いても記憶が戻る兆しはないが、ヴァザシア国の白いカメリアを見てみたくなった。

「サザンカと呼ばれるカメリアは、赤い花でしょうか？」

「そうだな。赤が多いが白やピンクもある」

「殿下はとても詳しいのですね」

　王子が声を出して「ははは」と笑ったので、マリアンヌは恥ずかしくなりまた頬が熱くなった。

「よく咲いているからな。ここはいろんな種類のカメリアが年中咲いている。ノルガイル国は寒いので花はそれほど咲かないと聞く。シルヴィアの樹海を抜け、ヴァザシア国に入ると気候がガラッと変わるのだ。ここは年中暖かく、いろんな花が咲く」

　王子の声が優しく耳に浸透するからか、情景がイメージできるような気がした。マリアンヌは花のことなどほぼ知らない。自分はやはりノルガイル国の民なのだ。

　そう思った刹那、脳裏に白い綿のようなものが空いっぱいに広がり、周りの景色が真っ白なカーペットで覆われたような情景が浮かんだ。それは一瞬でイメージがぱっと浮かんで消えた。

「ノルガイル国は、真っ白でとても寒いのですか？」

「真っ白？　雪のことか？　ああ、ノルガイル国は年中雪に覆われている。思い出したのか？」

　王子に顔を覗き込まれ、とても近くに感じて戸惑ってしまう。ドキドキと心臓の音が耳に響いていた。

「いえ、ただそんなイメージが見えたので……」

　安心させるようにぎゅっと手を握られ、マリアンヌは伏せていた顔を上げた。アーサー・ルイ王子のヘーゼル色に輝く瞳がとても近くにあった。

　日中の光の中では時折ゴールドに輝いて見える。

「もし、今のように何かイメージが浮かんだのであれば、どんなことでも報告してほしい。他愛ないことでもそなたの出自の手がかりになるかもしれない」

　マリアンヌは王子の瞳に魅入られたまま頷いた。ずっと見つめ続けていたい。しかし、王子はあっけなく視線を外し姿勢を正して座り直してしまった。

　息がかかるほど接近していたのは一瞬だったというのに、避けられたように遠く離れてしまった。

　記憶を取り戻せなかったのだから、王子を落胆させていることには違いない。そう思うといたたまれない。

「さぁ、カメリアを見にいこう」

　そう言って手を差し出され微笑まれると、マリアンヌの心が浮上した。心が躍り出し、ウキウキし始める。こんなふうに王子を前にすると気持ちが浮き足立ったり、不安になったりしてしまう。ドキドキしながら王子の手に自分の手を重ねた。

　アーサー・ルイ王子の温かい手が冷たいマリアンヌの手を包み込み、次第に熱が伝導する。まるで護られているような安心感を抱いた。

　庭園は規則正しく整備されており芸術的な美しさだった。時折微風が駆け抜け花の甘い香りを運んでくる。

　すると目の前一面に白い花が咲いているのが見えた。

「これが、夏に咲くカメリアだ」

　一面に白の花が咲いている。とても可憐で花びらが独特な形をしていた。

「まぁ……これが、夏に咲くカメリアなのですね」

　マリアンヌはこの品種のカメリアは初めて見るものだと感じた。

　やはり、マリアンヌはノルガイル国から迷い込んできたに違いない。でもどうして……？

　どうやって修道院に保護されたのかも、なぜノルガイル国から出てきてしまったのかもまったく思い出せない。

　もしかしたら、自分はとても大きな罪を犯して逃げてきたのだろうか……？

　そんなふうに考えるととても恐ろしくなった。

　体が硬直し、歩くことも上手くできなくなって、つまずいてしまう。手をぎゅっと握られ支えられてマリアンヌははっとした。

「大丈夫か？　何か思い出したのか？」

「い、いいえ。何も……」

　アーサー・ルイ王子が確認するようにマリアンヌの顔を凝視している。見られているのを意識すると緊張してしまってよけいにぎこちなくなってしまう。

「無理しなくてもよい。しかし、少しでも何か思い出したら言ってほしい」

　マリアンヌはただ頷いた。

















第二章












（一）






　マリアンヌがヴァザシア国の宮殿に来て五日が過ぎようとしていた。

　脚に怪我をするような奇妙な現象は、ここのところなくなっていることから、眠っている間マリアンヌは出歩いていないことになる。熟睡できているからか、毎朝早くに目が覚め、頭もすっきりとしている。いつも怠惰感があるのに、体が軽く感じていた。

　この城の中で、護られているような安心感を得てさえいる。アーサー・ルイ王子は庭を散歩するのは自由にしていいと言ってくれた。とても親切にしてもらっていることから、なんとか記憶を取り戻して王子の役に立ちたい――というよりも、王子に気に入られたい。そんな願望が強くなる。

　このまま記憶が戻るのを待っているよりは何かできることを探したほうが良いのではないだろうか……。

　マリアンヌはいつも傍にいるジルに振り向いた。

　ジルは身の回りの世話から、庭園の散歩までマリアンヌに付き添って世話を焼いてくれている。

　ジルが傍にいてくれることに安心し、心強く感じていることに気づき始めていた。

「図書室に案内してくれない？」

　ジルはいつものように満面の笑みで応えてくれた。

「それはとてもいいアイデアですわ。お好きな本を選んで中庭で読まれてはいかがでしょう。とても良い天気ですし。気分が良くなられるのではないでしょうか」

　マリアンヌを元気づけようとしてくれていることを感じ、その通りにしようと思った。

　図書室は想像以上に広く、らせん階段があり、二階建てになっている。壁は本で埋め尽くされていた。

　マリアンヌは最初に目についた本を手に取ってみた。

　それはヴァザシア語で書かれた歴史書だった。目を通してみると、難なく文字を読むことができた。ヴァザシア語が読めることに自分でも驚愕してしまう。

　次に、ノルガイル語の本を探してみる。脚を進めていくうちに、『ノルガイル』と銀のプレートがかかっている棚を見つけた。その中の本を一冊手に取ってみた。

　ノルガイル語で書かれた詩集だった。それも難なく読むことができた。

　マリアンヌは最初に手にしたヴァザシア国の歴史書と、ノルガイル語で書かれた詩集を手に持ち、図書室を後にした。

　ここではっきりとしたことは、マリアンヌはヴァザシア語とノルガイル語、両方の文字が読めるということだ。

　平民の女子が文字を読めるのはほぼ皆無に等しい。貴族であっても女子が文字を読めるのは稀である。なぜか、そんなふうに確信を持っていた。

　ここでも、自分がとても高貴な身分だということを裏付ける証拠が出てきた。

　いったい自分は何者だというのだろう……？

　ノルガイル国の王家の出自？　その親戚縁者ということも考えられる。逃亡しなくてはならないほど追い込まれていたのだろうか……？

　いろんな思いが脳内で交錯すると、次第に心臓が得も言われぬほど速く打ち付け始める。

　息が切れそうなほど、息遣いが激しくなり、眩暈がし始めた。

　ちょうど、庭園に出たところで、突然日中の光が目に差し込み、あまりの眩しさに目をつぶって、ジルの腕を掴んだ。

「マリアンヌ様？」

　名前を呼ばれ目を開けると、そこには別世界が広がっている。驚きのあまり声も出ない。

　視界に広がるまばゆいばかりの光は白い景色に反射してとても眩しい。それが雪だとすぐには気がつかなかった。マリアンヌは白い粉のような冷たい雪を手に取ってみた。そして眩しいほどの青い空に放り投げる。ハラハラと舞い散る白い粉雪は空いっぱいに広がり舞い落ちる。

『ナタリア……ナタリア……外は冷える。もう中に入りなさい』

　ナタリア……？

　アーサー・ルイ王子がマリアンヌに呼んだ名前だ。何か関係があるのだろうか？

『お父様……』

　ナタリアと呼ばれた少女は、甲高い声で笑いながら父親に抱きかかえられた。

　まだ五歳くらいだろうか？　少女が父親を大好きなことは見て取れる。少女の笑顔は輝いており、その声は美しい鈴のような音色だ。

　幸福を絵に描いたような情景だ。

『このお転婆め。風邪を引いたらどうする』

『温かい蜂蜜入りのミルクを飲めば大丈夫。お父様』

　父親が笑うのを聞いて彼女は嬉しくなった。その気持ちがマリアンヌにもよく伝わってくる。

　この光景をとてもよく覚えている。ナタリアと呼ばれた少女と自分の思考が一体化するような不思議な感覚を覚える。

　父親は漆黒の艶やかな癖のある髪を後ろに流し、マリアンヌと同じアイスブルーの澄んだ瞳をしている。

　真っ白な肌も同じだ。ノルガイル人で間違いない。そしてナタリアと呼ばれた少女も父親そっくりの髪と目、肌を受け継いでいるのを見て、はっきりと思い出した。

（これは、わたくしの幼い頃だわ……！）






「マリアンヌ様、マリアンヌ様、ああ、誰か……だれか――」

　ジルの叫びに一瞬にして我に返ったマリアンヌは、庭園の芝生の上に寝かされた状態で目が覚めた。

　目の前には青い空が広がっている。

　先ほどまで見ていた空と何ら変わりのない、真っ青な空。時折太陽の光で眩しいほどだ。

「マリアンヌ様、気がつかれましたか」

　ジルが顔を覗き込んできたので、今は彼女の顔で空は遮られてしまった。顔面蒼白のジルの切迫した表情を見るととても心配させてしまったのだと悟った。

「ええ、大丈夫。少し眩暈がしただけだから」

「どうした。マリアンヌ様、いかがなされましたか？」

　どうやらカイルが駆けつけてきたようだ。

「大丈夫です」

　そう言うマリアンヌの言葉を塞ぐようにジルが「急に倒れられて、眩暈だそうです。お医者様に診てもらったほうが良いと思います」と、主張した。

　マリアンヌは反論したいのを喉元で押さえ込む。

　マリアンヌはカイルに抱きかかえられ、寝室に連れていかれた。ジルはマリアンヌが持っていた本を拾い、部屋に持ってきてくれた。

　その後はジルに世話を焼かれるまま、マリアンヌはあえてされるがままにしていた。なぜかそのほうが楽だと知っていたようだ。

　脳裏では意識を失っていた時に見た映像を思い起こして、考え込んでいた。

　ナタリア……その名を聞いた時、知っているような奇妙な感じがしたのは、それが自分の本当の名前だったからだ。

　頭の中はまだたくさんのことが欠けていて、上手くまとまらない。けれど、自分がノルガイル国の王女ナタリアだということは思い出した。

　しかし、どうしてヴァザシア国に来てしまったのだろう……。そう、ヴァザシア国はノルガイル国とは友好的な関係ではない。百年前、両国は戦争していた。それはノルガイル国王子が戦死したことで終戦となった。

　そこまでを思い出し、今自分自身がとても危険な状況にあることを察した。

　一刻も早くノルガイル国に帰らなければ――それには、王子の助けが必要だ。

「マリアンヌ！」

　部屋のドアが開き、アーサー・ルイ王子の声が響いた。寝室で物思いにふけっていたマリアンヌにもはっきりと耳に届くほどの声だった。

　ベッドから少し起き上がると、ジルが部屋にやってきた。

「マリアンヌ様、アーサー・ルイ王子がいらっしゃいましたが、大丈夫ですか？」

　ジルにしてみれば王子に刃向かうことはできない。けれど、マリアンヌの状態も気になる。どうすればいいのかわからないという焦りが見て取れた。

「わたくしなら大丈夫です。殿下をお通ししてください」

　ジルがほっとしたような表情をし、王子を寝室に招いた。

「倒れたとカイルから聞いた。具合はどうだ？」

　アーサー・ルイ王子は走ってきたのか息を切らせていた。

　王子はベッドの横に来るとすぐにマリアンヌの手を掴み、顔を覗き込んだ。王子が本当に心配して駆けつけてきてくれたことを感じてマリアンヌは嬉しくなった。

「はい。もう大丈夫です」

　アーサー・ルイ王子に顔を凝視され、恥ずかしくなる。

「しかし、医者には診てもらおう。なにが原因で倒れたのか心配だ」

　王子が心配してくれているのが伝わってきて、マリアンヌの胸が熱くなった。

「そなたには休養が必要なようだ。とにかく医者の指示に従うように、いいな？」

「はい。でも……本当にもう大丈夫です」

　いつもの昼食も一緒には取れなくなってしまうのではないかと不安で、大丈夫だと主張していた。

「大丈夫だと思っても無理はしないように。ところで、気を失った時に何か思い出したことはあるか？」

　マリアンヌの不安とはよそに王子にそのことを切り出され、我に返った。

　王子の助けが必要だとたった今そう感じたのだ。けれど、いざとなると何も言えなくなる。

　本当は助けてほしいのに。けれど混乱していてどうしていいのかわからない。

　自分がナタリア姫だと言えば、婚姻によって幸せになれるのだろうか？

　もしそうならなければどうなるのだろう？　アーサー・ルイ王子に好意を持ちすぎているあまり、恋してしまっているから、信頼しすぎてしまうことが怖かった。

　そしてどうして母国を離れてしまったのか知ることはもっと恐ろしくなり、体が震え始める。

「どうした？　気分が悪いのか？　無理に思い出す必要はない。今日はゆっくり休みなさい」

　そう言うと、アーサー・ルイ王子はマリアンヌの額にキスをした。

　咄嗟のことで茫然としてしまう。今何が起こったのかを理解することに時間がかかってしまった。

　気がつくと王子は寝室から出ていっていた。

　王子の唇の感触が残る額を指で触れてみる。

　感じたまま、王子を信じて良いのだろうか……？










（二）






　アーサー・ルイはマリアンヌがノルガイル国のナタリア姫だという確かな証拠を掴めずにいた。

　密偵からの報告もない。

　先日修道院に再び立ち寄り、マリアンヌが保護された状況を聞き出そうと院長を訪れたが、王子であるアーサー・ルイに対してでも何も言えない――の、一点張りだった。

　一方的にマリアンヌを連れ去ってしまったことにまだ不信感を持たれているようだ。

　院長は王でさえ納得いかなければ意志を曲げることがないと、頑固で厳格と知られており、情報を聞き出すことは無理だと思えた。

　マリアンヌの素性を知るには本人が記憶を取り戻すしか方法はないのかもしれない。ナタリア姫でない場合、ノルガイル国の高貴な淑女には違いないと思える。

　ナタリア姫だったとして、母国から逃げ出す理由がはっきりしない。何者かに誘拐され、逃げ出した。もしくは命を狙われ、森に逃げた。

　そんな不運な想像しか浮かんでこない。記憶をなくしているとなれば、この最悪な想像が正しいと裏付けているような気がしてくる。

「カイル」

　アーサー・ルイは傍にいるカイルを見ずに話しかけた。

「はっ、殿下」

「密偵を増やし、貴族の中で行方不明の令嬢がいないか、ノルガイル国に異常がないか調べさせろ。ノルガイル国に何かあったのかもしれない」

「かしこまりました。早急に手配します」

　一礼するとカイルは部屋を出ていった。

　密偵の知らせを受けてシルヴィアの森の捜索を始めてからあの森の中で見たのは、マリアンヌらしき人物だけだった。

　もし敵国に王女だけが送られてきたのなら、助けを求めに来たと考えるほうがつじつまが合うのではないだろうか。

　ノルガイル国はヴァザシア国の倍の国土があるが、半分以上は氷に覆われた厳しい土地だ。漁港と狩猟で住民は生活をし、高濃度な塩が取れることと、ノルガイル国にしかない薄いブルー色の鉱石が宝石としてもてはやされていることで富を築いているため、国民から税金を取らない国であった。

　一年を通し温暖で過ごしやすいヴァザシア国よりもノルガイル国の方が裕福な国である。

　海沿いの国々を襲うヴァイキングに襲撃されたとも考えられる。

「殿下、マリアンヌ様が庭に出られました」

　カイルが戻ってきてそう告げた。物思いから現実に引き戻される。

　昨日倒れたばかりだというのに、もう庭に出ているのかと、苛立ちが増してしまう。きっと具合も良くなり、寝ているのが退屈になったのだろう。

　それでももう少しおとなしくしていたほうがいいのではないかと心配になった。

「様子はどうだ？　顔色は？　食欲はあるのか？」

「はい。顔色も良くなり、食事も取っているようです」

「そうか……」

　アーサー・ルイは眉間を指で押さえて目を閉じる。マリアンヌは記憶を少しずつ取り戻しているのだろうか……？

　もしノルガイル国に不利になるような記憶を取り戻したなら、それをアーサー・ルイにはけして告げたりしないだろう。

　マリアンヌが心配で仕方ない。こんなに庇護欲を駆られたことなど今までなかった。純粋な瞳に魅入られたあの瞬間から、マリアンヌのことばかり考えてしまっている。

　気になって、つい世話を焼いてしまいそうになる。

　倒れたと聞いた時は、頭が真っ白になるほど動揺した。一日何をして過ごしているのか、できることなら何を考えているのか心の中を覗いてみたい。マリアンヌのすべてを知っておかなければ気がすまない。それほど心を囚われていた。

　ヴァザシア国では見られない類い希な容姿に惹かれたには違いない。けれどそれ以上にマリアンヌに魅了されている。魂が共鳴するような、説明できないもので引き寄せられているような気がした。

　とにかく、マリアンヌを護らなくてはならないという焦燥に駆られているのをアーサー・ルイは自覚していた。

　アーサー・ルイはカイルの方に視線を向けた。

「マリアンヌにつけている侍女がいるだろう。その女に見聞きしたことを報告させろ。けして隠しごとはするなと念を押しておけ」

　カイルが敬礼をする。

「かしこまりました」

「マリアンヌが何を思い出したのかを知っておきたい。それ以外にも一日どのように過ごし誰と接触したのかも」

「はい、仰せの通りに」

　カイルが去っていくと、アーサー・ルイは窓に近づき庭園に視線を向けた。マリアンヌが侍女を連れて歩いているのが目に入った。

　美しい黒髪と緑黄色の庭園とのコントラストに目を奪われる。その中に白いカメリアの花が輝くように咲いていた。

　真っ直ぐ背筋を伸ばし歩く姿は優雅で、気品がある。マリアンヌはナタリア姫で間違いないだろう。誰もがあのような気品を持ち、ヴァザシア語が理解できるわけではない。マリアンヌを目にした瞬間、全身にエネルギーが満ちあふれるような興奮感でいっぱいになった。

　あの女を妻にしたい。この手で丹念に可愛がり、花を咲かせ、その蜜を堪能したい。

　マリアンヌの姿を目で追いながらアーサー・ルイは必ずそうなると確信していた。










（三）






　倒れた翌日から、マリアンヌは朝食を取った後、必ず庭園を散歩するようにした。朝の空気はとても心地良いと知ったからだ。その後は大概本を読んで過ごした。

　図書室で読みふけることもあれば、庭園のベンチに腰掛けて読むこともある。

　いつもジルが傍にてくれ、気がつけば飲みものを持ってきてくれとてもよくしてくれている。

　本を読んでいる間は話しかけてこないように気を配ってくれているが、身の回りの世話をしてくれている際は、とても楽しく話をしてくれる。

　マリアンヌはすっかりジルになついてしまっていた。

　マリアンヌよりは年上に違いない。気立てのいいジルになら心を開いてなんでも話したくなってしまう。

「マリアンヌ様、夜着に着替えてお休みになる時間です」

　ジルが夜着を手に持って部屋に入ってきた。マリアンヌはジルがドレスを脱がせやすいようにおとなしくじっと立っている。

「お疲れではございませんか？」

「ええ、大丈夫。今日はとても気分が良かったわ。きっとあの時だけ少し体調が優れなかったのよ。お医者様も大丈夫だと言っていたでしょう」

　ジルが背中のドレスのリボンをほどきながらクスリと笑った。

「すみません。けしておかしくて笑ったわけでは……あ、いえ、今となっては笑い話ですけれど……」

「なぁに？　いったい何のこと？」

　ジルがコホンと咳をして笑いを押し込めた。

「あの、内緒ですよ」

「ええ、もちろん」

　真剣にマリアンヌは頷いた。

「マリアンヌ様が倒れられた時、わたしはもしかしてご懐妊されているのかと、思い込んでまして……。あの、気を悪くされないでください。マリアンヌ様が修道院にいたことは聞いていたのですが……その、ノルガイル国から森に迷い込んで修道院に運ばれたのだと聞いたので……」

　ジルの口から数々の知り得ない情報が一気に入ってきて、脳がパンクしてしまいそうだ。一旦整理する必要がある。

「待って……。ジルは誰からわたくしが森に迷い込んで修道院に運ばれたと聞いたの？　それに誰がわたくしを見つけたの？　そこのところを詳しく教えてちょうだい」

　興奮のあまり、ジルがリボンをほどき続けているというのに、彼女のほうにくるりと向きを変えた。

　ジルが驚きのあまり大きな瞳をさらに見開いてマリアンヌを見つめている。

「えっと、あの……カイル様がそう仰いました」

「カイル様が……わたくしを修道院に運んだのは、カイル様かしら？」

　ジルは首をかしげて考え込んでいる。

「カイル様は自らマリアンヌ様を見つけて修道院に運んだとは仰いませんでした。なので、たぶんほかの誰かだと思います。マリアンヌ様は覚えていらっしゃらないのですか？」

　マリアンヌは落胆を隠せずに首を横に振った。もう隠しておくことはできない。ジルにだけは彼女を信じて打ち明けるべきだと思った。誰かひとりでも味方が欲しかったのだ。

「まったく記憶がないの……。けれど、倒れた時に、夢を見たのよ。それは……わたくしの記憶の一部で違いないわ」

「まぁ。少し記憶を取り戻されたのですね！　それはきっと良いことですわ。これから少しずつ思い出していく兆しなのかもしれません」

　ジルに両手をしっかりと握られマリアンヌは勇気づけられた。

「そうね。そうだといいのだけれど……」

「前向きに考えたほうがいいと思います。その夢の話を聞かせてもらってもいいですか？」

　ジルが身を乗り出すようにして聞いてくるのでマリアンヌは咄嗟に頷いた。こんなに親身になってくれているのだ。本当にあったことかはわからないけれど、見た夢の話をするだけなのだから問題はないと思えた。

　マリアンヌは、あの時脳内に再生された場面をジルに話し始めた。

「そこは雪に覆われた場所だったの。雪が降っていたわ。小さな女の子がいて……そう、ナタリアと呼ばれていた。そしてその父親。とても高貴な人だった……。父親はとても娘を愛していて、娘も父親になついていたわ。その光景をわたくしは思い出したの。その娘はわたくしに違いないわ」

　ジルの視線が労るような眼差しになった。

「もし、そうなら、きっとマリアンヌ様のことを捜されていることでしょう。きっと心配されているはずです」

　ナタリアがノルガイル国の王女だとジルは気がついていない様子だ。

「でもこれだけでは、手がかりにはならないのではないかしら……」

「カイル様に相談されてはいかがでしょう」

　マリアンヌを勇気づけるように力強く手を握ってくれるジルの気持ちが嬉しくて、マリアンヌは頷いた。

「そうね。そうしてみるわ」

　まずは先に王子に伝えなくてはならない。倒れた時に夢を見たと打ち明け、自分がナタリア姫だと思い出したことを正直に告げなくては……。

　倒れて以来、以前のように昼食も一緒に取っておらず会う機会がなかなかなくて、マリアンヌは王子とまたふたりきりで過ごせればいいのにと願っていた。

「もう今夜は夢のことは考えずに、ゆっくりお休みくださいね。もしかしたら、その夢の続きが見られるかもしれません。その時はまた教えてください」

　ドレスを脱がされ夜着を着せられると、鏡の前に座らされ、髪飾りを丁寧にとっていく。ジルの弾むような声を上の空で聞いていた。






　翌日、マリアンヌの好きな庭園のテーブルで朝食を取っていると、アーサー・ルイ王子がやってきた。王子に会いたいという願いが叶って自然と笑顔になり、ドキドキするせいか頬が熱くなる。

「おはようございます」

「おはよう、マリアンヌ。顔色も良くなったな。安心した」

「はい。ご心配をおかけしました。あの、どうぞ、おかけください」

　王子は頷くとマリアンヌに対面になるように腰掛け、メイドに紅茶を用意するように告げた。

「朝食後はいつも庭園を散歩しているのか？」

「はい。午前中のほうが気持ちがいいので」

　王子がマリアンヌの日課を知っていることに驚いたと同時に嬉しくなる。

　ティーカップが運ばれてきて、そのすきに王子の顔に視線を向ける。ゴールドに輝く髪は風が吹くと目元にかかり、それを指で払いのける仕草に心臓が跳ねた。

　男性の手はとても大きい。指も長くて力強い。滑らかななめし革のような美しい手だった。マリアンヌの小さくて細く青白い手とはとても対照的だ。

　ついうっとりと見惚れてしまう。

「何か思い出したのか？」

　不意にそう聞かれ我に返った。今、記憶が戻ったことを言うべき時が来たのだと察した。

「あ、はい。実は……夢を見たのです」

「夢？」

　王子が首を傾けながらマリアンヌの目を覗き込んでくる。そうされると緊張が高まり、何も考えられなくなる。話をする手順があやふやになり、自分でも何を言っているのかわからなくなるが、マリアンヌは必死で夢の話をした。

　王子は真剣な表情で聞いてくれている。

「わたくしはその夢の中に出てきたナタリアなのです。自分の子供の頃だと思い出しました」

　アーサー・ルイ王子にじっと見つめられてまるで時間が止まってしまったように感じた。ドキドキと早打ちする心臓の音が大きく耳に響いている。

　力強く美しい王子の指先が伸びてきて、頬に触れられた。頬にかかったひとふさの髪を指に取るとその感触を確かめるように指でもてあそぶ。

　マリアンヌは息をすることさえ忘れてしまった。うっとりと王子を見つめ続けて視線を逸らすことができない。

「柔らかで、艶やかな美しい黒髪だ。そしてなんと澄んだ瞳なのだろう。そなたはとても美しい。ノルガイル国の民は美しいと聞いていたが本当だったのだな……。確かにノルガイル国にはナタリアという名の王女がいる。思っていた通りそなただったのだな」

　王子は最初からマリアンヌがナタリア姫だと確信していたようだ。それなら、もしかしたら力になってくれるのではないかと勇気がわいた。

「ノルガイル国に戻らなくてはなりません。どうしてわたくしがヴァザシア国に来てしまったのかは思い出せないままです。両親が心配しているに違いありません。どうか、手を貸してはいただけませんか」

　王子は不意にマリアンヌの髪から手を離すと、視線を合わせたまま立ち上がった。

「できるだけのことはする。しかし、そなたに危険がないことを確認してからでなければノルガイル国に帰すことはできない。今日は昼食を一緒に取ろう」

「は、はい」

　マリアンヌは立ち上がり王子を見送った。

　あっという間だったけれど、とても濃密な時間だった。まだ心臓がドキドキしている。

　胸に手を当て、ゆっくりと呼吸をした。王子にできるだけのことをしてくれると言ってもらえたことが救いだった。

　王子に打ち明けて良かった。

（ああ、もっと記憶が戻らないかしら……）

　王女が失踪したとなれば、騒ぎになっていてもおかしくない。敵対国であるヴァザシア国に情報が入っていても不思議ではないのではないだろうか……？

　きっとすぐに事情を掴め、母国に帰ることができるに違いない。王子と一緒にいることができる時間はきっとそれほど長くないだろう。そう気がつくと、マリアンヌの心は痛く苦しくなった。王子と離れてしまうことを想像しただけで悲しみに襲われ、淋しく、そして辛くなる。

　初めての感情の起伏に混乱してしまい、泣きたくなった。

















第三章












（一）






　王子との昼食が再開されてから数えて三度目のその日、ナタリアは不安に押しつぶされそうになっていた。

　倒れた日からまったく夢を見なくなり、記憶が戻る気配がない。

　自分の置かれた状況を考えたくない時には庭園を歩いた。マリアンヌが知っているのはカメリアの花ぐらいだ。見たこともない美しい花が咲いている庭園はマリアンヌの心をひととき夢中にさせ心配事から気を逸らしてくれる。

　ジルが熱心に花の名前を教えてくれており、今ではたくさんの花の名前を覚えた。

「マリアンヌ、ここにいたのか」

　声をかけられた刹那、胸がトクンと高鳴った。この声は聞き間違うことがないほどマリアンヌの耳に刻み込まれている。

　声の主に振り向き、膝を折って礼儀正しくお辞儀をする。

「殿下」

　王子はマリアンヌに近づくと、手を差し伸べてくる。ドキドキしながらその手に自分の手を重ねると、腕を組むように促された。

　王子の腕に手を添えると、歩き始める。

「そなたが来てからというもの、この庭園は次々に花を咲かせている。まるで競い合っているようだ」

「そうなのですか？」

　驚いて王子のほうに視線を向けたマリアンヌは黄金に輝く瞳に捉えられた。

「ああ。ところで、あれ以来夢を見たり記憶が戻ったりしているか？」

　マリアンヌは視線を外し、下を向いた。記憶を取り戻せないことで王子に迷惑をかけているようで、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「いいえ。夢も見ず、何も思い出せてはおりません」

「そうか……。俺の意見を、話してもいいかな……」

　そんなふうに優しく問いかけられ、マリアンヌは再び顔を上げて王子に視線を向けた。優しい眼差しに包まれ、心が切なく疼き始める。

「はい。お聞かせください」

　王子は頷くと、マリアンヌを勇気づけるように彼の腕に添えている彼女の手に手を重ねた。

「そなたはノルガイル国からシルヴィアの森に迷い込んだ。本来ならフェ・ノアールに惑わされ、森から出ることができなくなる。しかし、フェ・ノアールは記憶を消すことでそなたを救った。なぜならフェ・ノアールにとってそなたを救うことに意味があるからだ」

　確かにそうだと王子の説明を聞いて納得した。

「なぜフェ・ノアールに救われたか……シルヴィアの森に行けばわかるかもしれない。フェ・ノアールに会ってみたいと思わぬか？」

　マリアンヌは思わず足を止めてしまった。王子もそれに気づき足を止めてマリアンヌの顔を覗き込む。

　一瞬にして時間が止まってしまったような気がした。

　微風さえ感じないほど、ふたりだけの空間に閉じ込められたように、王子以外何も感じなくなった。

　ドキドキと高鳴る胸の鼓動。王子の手の温もり、息遣い。そして熱い眼差しを全身で感じる。

　マリアンヌの全身に甘い痺れが駆け抜けた。

　王子の提案はマリアンヌの興味を引き、その誘惑は強烈で、恐怖よりも好奇心が勝ってしまう。森に行きたいという欲望でいっぱいになり、そのことしか考えられなくなった。

「はい。森に行きたいです。どうか連れていってください」

　マリアンヌは王子にすがるように身を寄せていた。王子の瞳が強く光るのを見た瞬間、それはあっという間に接近し、刹那唇を圧迫される。
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　啄むように弾力のある甘やかな感触に覆われ、マリアンヌはすぐさまその感触の虜になった。

　強く押しつけられ、食むように動き息を奪われる。

　全身が麻痺したみたいに動けなくなり、甘い痺れに覆われる。

　マリアンヌはいつしか強く抱きしめられていた。硬い王子の男性的な肉体を否応にも意識してしまう。

　全身に火がともったように熱くなった。

　頬から顎のライン、首筋を指先でたどられただけで、その場所がより熱く痺れ始める。

　体が熱で溶けてしまいそうだと思った。

　夢中で口づけを受けていると苦しくなって甘い声が漏れてしまう。少し唇が開いた隙に、熱い塊が口内に押し入ってくる。その力強い感触。生々しいほどの存在感に背筋がわなないた。

　舌を絡み取られたり、引き出され吸われたりすると強烈な刺激にビクンと体が震えた。

　マリアンヌは王子の体に身を任せ、情熱的な口づけに陶酔したその時、一瞬にして唇の熱が失われ、体が離される。

　密着していたお互いの体が離れて体温が急激に下がったようにマリアンヌは感じた。それでも見つめ合うふたりの視線は熱い。王子の唇は唾液で潤みほんのり赤みを帯びていて妖艶だった。それ以上にその瞳に熱を感じてしまう。黄金に輝く瞳の色が深く、神秘的な光を放っている。

「案ずるな。そなたは必ず俺が護る」

　耳にした言葉が王子の本心だということはすぐに理解できた。王子は言葉通り、マリアンヌをフェ・ノアールから護ってくれるだろう。そう信じることができた。

「フェ・ノアールが何を企んでいるのかわからないが、やつは俺を惑わすことができない。俺が傍にいればそなたの身は護られる」

　王子が安心させるように説明をしてくれた。話し方に親しみを感じ嬉しくなる。

　もし自分の身に危険があったとしても行く価値がある。マリアンヌはフェ・ノアールへの興味を強く抱いていた。フェ・ノアールに会いたい願望が強くなっていることに抗えない。

　それがなぜなのか？　その意味を知りたいと思う。

　きっと何か答えを得られるに違いない。そんな期待のほうが強くなっていく。

　マリアンヌは王子の瞳に吸い寄せられるように見つめながらしっかりと頷いた。










（二）






　マリアンヌは王子の馬でシルヴィアの森の中を進んでいた。

　カイルはその後ろから続いている。アーサー・ルイ王子の愛馬はガブリエルという名の黄金色の美しい馬だった。黒、茶が一般的で、白馬は希少価値があるとされているが、それを上回るのが黄金馬だと、王子から教えてもらった。

　マリアンヌは包み込まれるように王子の前に座らされている。マリアンヌの両側を長い腕が伸び、綱を握る手が目の前にある。

　背中には熱いほどの体温が服の上からでも伝わってくる。以前もそうだったが、こんなふうに一緒に馬に乗っているととても親密な感じがして、密接している状態を否応なく意識させられてしまう。

　まだ太陽は斜め上にあり、午前の緩やかな光がかすかに届いているだけで森の中は薄暗い。時折微風が葉を揺らし光が差し込む。その光が七色に輝いているように見え、蝶がその中を舞い上がる様はとても神秘的だった。

　ひんやりとした空気を肌で感じると、緊張が高まった。

　ざわざわと葉が動く音が大きくなると、差し込む光の筋が増えていく。

　とても幻想的な光景が目の前に広がっていた。

　王子がガブリエルを止めた。

「ここを通り過ぎれば国境だ」

　耳に唇を近づけられ囁かれると、吐息が肌を掠め、首筋から背筋へと甘い戦慄が駆け抜けた。体が熱くなりのぼせたようにぼうっとし始めると、今度は光の筋がキラキラと輝きだし、色鮮やかな砂が舞っているように見え始めた。

「なんて……綺麗なの……」

「この場所はいつもこんなふうだ。たくさんの光の筋がきらめき、その中を蝶が天に向かって舞い上がっている」

　砂だと思ったのはどうやら小さくて色鮮やかな蝶だったようだ。

　ざわめき合う風の音に時折小さな子供が笑っているような可愛らしい声が交ざっているのに気がついた。

　マリアンヌはその声に意識を集中させた。

　それは次第に大きくなっていく。

　――うふふ、ふふっ、王子を見つけたのね？

　クスクスと笑う声が続き、『王子と会えるようにしてあげるって言ったでしょ？』と、囁かれる。

「えっ？　それは、どういう意味？」

　マリアンヌは視線を彷徨わせた。

「どうした？　マリアンヌ？」

　王子に顔を覗き込まれるが、マリアンヌは声の主を捜そうと辺りを見回す。

　――約束を思い出してないの？

　クスクスクス。

　子供が待ちきれなくて悪戯に笑っているように聞こえる。

「約束？」

　辺りを見回しながら大きな声で問いかける。

「いったいどうした？　誰と話している？」

　腰に回された王子の腕に力が入り、ぎゅっと背中から引き寄せられる。そうされても声の主が気になって王子に返事をすることができない。

　集中して耳をすませるが何も聞こえない。

　――約束したことまで消しちゃったみたいね。王子の心を掴んで、ここに来たら記憶を返してあげるって約束したでしょ。

　そう聞こえた瞬間、パチンと目の前に火花が散った。あまりに強い光を見て、視界がチカチカとする。色鮮やかな光がパチパチと点滅している。

「マリアンヌ、どうした？　大丈夫か？　マリアンヌ？」

　王子の声が次第に遠くになっていく、それと同時に蝋燭を消したように周りが暗くなっていった。

　暗闇の中に置き去りにされ、耳を澄ませてみるが、風が運ぶ木々のざわめきも、馬の息遣いも、人の動くかすかな衣擦れの音さえ聞こえてこない。

　真っ暗の中、音もしないことに次第に恐怖が大きくなる。

　自分の姿さえ確認できず、声を出そうとするが恐怖で何も言葉にならない。

　その時、コツコツと足音が聞こえた。まるで固い地面をブーツで歩くような音だ。ここは森の中のはずなのに奇妙だと思う。

　その音が次第に大きく響き近づいていることを知る。同時にかすかな蝋燭の明かりも見えた。一瞬にして場面が変わったように、自分の置かれた状況に変化があったことに気づいた。

　蝋燭の薄暗い明かりが目の前まで届くと、周囲を見回してみる。地面はむき出しの土で壁は冷たい石のようだ。牢屋のような鉄の柵の扉は閉まっており、施錠されているに違いない。どことなく見覚えがあるような気がしてきて、記憶が次第によみがえり始める。

　ここは以前監禁されていたノルガイル城の地下にある牢獄ではないか！

　凍えるほど寒くて体がガクガクと震えていることにこの時気がついた。ベルベッドのドレスを着ているのが目に入る。深緑色のこのドレスはお気に入りだ。地下の牢獄ではベルベッドのドレスを着ていても手脚が痺れてしまうほど、体は冷え切っている。

　骨身にしみる辛い寒さを実感し、自分がナタリアであることを自覚した。

　聞こえていた足音がピタリと止まった。ナタリアがいる場所に明かりが向けられる。

『ナタリア……大丈夫か？』

　ナタリアはその声にはっと顔を上げた。

『お父様……助けにきてくださったのね』

　王である父が牢獄に閉じ込められている娘を助けにきたのだと、すぐにわかった。

『いいか、今から我の言うことをよく聞くのだ』

　王はナタリアのほうに明かりを向け、囁くように語りかけた。

『はい。お父様』

『ここから出たらお前は白馬に乗り、ヴァザシア国を目指すのだ。シルヴィアの森のフェ・ノアールに見つかれば連れ去られてしまう。充分気をつけるのだ』

『はい。お父様……けれど……お父様とお母様は……？』

　ナタリアは両親が無事でいられるのかが心配だった。

『心配ない。お前が大役を必ず成し遂げれば危害を加えられることはない』

　王の深刻な表情にナタリアは恐怖で凍り付いてしまう。

『お前は、ヴァザシア国王を暗殺しなくてはならない。王子と結婚し、その夜、王子を殺害する。それが奴ら、ヴァイキングの条件だ』

　ナタリアは王の目を覗き込んだ。衝撃が大きすぎて上手く考えることもできず、すがるような視線になっていたに違いない。王はゆっくりと瞬きをすると、声に出さずに口だけ動かし言葉を伝えてきた。

　唇を読むことができるナタリアは、王が『王子の人柄を見極め、最善の方法をとりなさい』と、言ったことを理解した。

　そのすぐ後、強靱な男達が王の腕を掴みそこから引き離した。

『お父様！』

　牢獄の鉄の柵を握りしめ叫ぶナタリアは、鍵を開けた番人に腕を掴まれ連れ出された。

『離して！　いやっ、お父様、お父様！』

『ナタリア、今からヴァザシア国に向かうのだ。大丈夫だ。お前なら必ずやり遂げられる』

　王は振り返りながら取り乱すナタリアにそう告げた。






　ナタリアの脳裏に恐ろしい記憶がよみがえった。見たこともない鎧を身に纏った強靱な男達に王家を侵略されたこと。ナタリアだけが地下にある牢獄へ閉じ込められ、父や母に会わせてもらえなかった。

　ノルガイル国を救いたければヴァザシア国王子と結婚し、王と王子を殺害する。そうすれば王子の妃に王座が継承される。ヴァザシア国に入るにはシルヴィアの森を抜けなければならない。ヴァザシア国を継承する男子がいなくなった場合、シルヴィアの森が開放され通り抜けできるとヴァイキング達は考えたのかもしれない。ノルガイル国を侵略した後はヴァザシア国を手に入れることが目的なのだろう。

　もし、その計画が成功したら、いったい自分はどうなってしまうのだろう……？

　王はひとまずその条件を呑むしかなかったのだろう。だからこそ、ナタリアは解放されたのだから。

　恐ろしい宿命を前に体の震えが止まらないけれど、避けては通れないのも事実だった。

　ノルガイル王家、そして国民の安全を護らなくてはならない。

『裏切ればどうなるかわかっているな。その時は王の首をお前に届けてやる。さぁ行け』

　悪魔のような男の声が脳に響き、現実に引き戻される。

　ナタリアは恐怖ですくみ上がった。

『は、はい。必ず成し遂げてみせます。だからひどいことをしないで……』

　できるとは到底思えなかったがそう言っていた。そんな恐ろしいことをすることが怖くてならない。

　言い終わる前に、毛皮のマントを着せられ、乱暴に白馬に乗せられた。刹那、馬は走り出した。

　振り落とされないようにしっかりと手綱を握りしめる。

　外は真っ白な雪で覆われていた。

　走っているうちに目を開けていることも困難になる。むき出しになっている顔に氷のような冷たい風が当たり続けているうちにナタリアの体力は消耗し、次第に意識がもうろうとしてしまう。

　馬の上にかろうじて乗っている状態で、顔は馬の背にうつ伏せになっていた。

　マントが雪で覆われ白くなっていく。

　白馬は降り続く雪のせいで足場が悪くなり、慎重に進み始めた。馬の足跡は降り続ける雪ですぐに消えていく。

　意識が次第に遠のいていく。全身の感覚さえなくなり、夢か現実なのか、よくわからなくなった。

　白馬はびくともしないナタリアを乗せ、一切止まらず進んでいく。

　目の前には雪で覆われた真っ白な森が広がっていた。

　ナタリアを乗せた白馬が森の入り口にさしかかると、その中は木々に護られているからか、ほとんど雪が積もっていない。

　地面が所々見える程度に白くなっているだけだった。けれど、滑りやすいのか、馬は慎重に脚を進めていく。

　少し進むと馬の目の前に光が差し込み、それが道しるべを作り出した。進んでいくごとに地面にはまったく雪がなくなり、差し込む光が七色に輝き出した。

『ナタリア。あなたはナタリア？』

　ナタリアは、フェ・ノアールの声を聞いた。

　脳裏に映る妄想が情景になっているのか、現実に目を開けて見ているのか混乱してしまう。

　フェ・ノアールが歌うように『ナタリア』と、何度も呼びかけてくる。

　まるで意識の遠くのほうで自分の名を呼ばれているような感じだった。

『ナタリア、もう、大丈夫……。ナタリア、フェ・ノアールが護ってあげる。運命の王子に会わせてあげる』

　意識が次第にはっきりとし始めると、ナタリアは重い瞼を開けようとする。しかし、凍り付いたように冷たくなった体は、瞼さえも上手く動かすことができない。

　少し開いた視界に七色のキラキラ輝く光が差し込んでくる。眩しいけれど暖かく、まるで暖炉の前にいるみたいに、凍った全身が溶けていくようだ。

『ナタリア、フェ・ノアールに仕えると誓いなさい。そうすれば助けてあげる。そうすれば、運命の王子に会わせてあげる。王子が助けてくれる』

　もうろうとする意識の中、ナタリアは考えた。

　――フェ・ノアール……。シルヴィアの森を護る妖精。ノルガイル国の民はけして見逃してはもらえず、連れ去られてしまうと言い伝えられている。父にも気をつけるように言われたところだ。

　仕えるとはいったいどういうことなのだろう？

『王子の心を掴み、結婚するのです。そうすればノルガイル国とヴァザシア国は和解できる。森は我々だけのもの。ヴァザシア国にもノルガイル国にも干渉してほしくない。その手引きをするのです』

　ナタリアには迷っている時間はなかった。拒否すればノルガイル国を護ることはできなくなる。両親を、そして大事な民を……。

　ここはフェ・ノアールに従うべきだ。けれど、本当にそれでいいのだろうか……？

　フェ・ノアールは森に入った人を惑わすと言われているのに……。

『迷いが見える』

　ナタリアは心を読まれていることにはっとした。全身から冷たい汗が噴き出し、それがさらに体温を奪い、ガクガクと震え始めてしまう。

『仕方がない。お前にはもう少し時間が必要なようだ。王子の心を掴みもう一度ここへ来るまでお前の記憶はもらっておこう』

　その声を聞いた瞬間、ナタリアの意識がプツンと切れた。










（三）






　アーサー・ルイは翌朝マリアンヌの部屋を見舞った。

　シルヴィアの森で意識をなくしてから一日が過ぎていた。

　マリアンヌは昏睡したまま一瞬たりとも目を覚ましていない。このままでは衰弱してしまう恐れがあり命に関わる。

　最悪の事態を想像すると恐怖で全身が震え出してしまう。こんなふうに感情のコントロールができなくなるほど、恐怖に陥ったことはない。マリアンヌを失うことを想像しただけで冷静でいられなくなるのだ。

「マリアンヌ……目を覚ましてくれ」

　マリアンヌの手を握りしめ、祈るようにそう告げる。

　念を送るようにマリアンヌの顔を見つめ続けた。透き通るような白い肌は血の気が引き青みが強くなっている。

　近づいて確かめなければ息をしているのかどうかもわからないほどだ。

　細い指先は冷たく、手首に触れるとかすかに生きている証しである脈打つ振動を確認できた。

　シルヴィアの森で、マリアンヌは誰かと話しているように何度も空に向かって言葉を発していた。

　おそらく、フェ・ノアールの声を聞いたのだろう。そうなると、フェ・ノアールはマリアンヌの味方で、彼女を操っているとも考えられた。

　その理由をどうしても知りたい。

　それには、自らフェ・ノアールと話をする必要がある。

　フェ・ノアールの影響を受けないアーサー・ルイに果たしてフェ・ノアールの声を聞くことができるのだろうか……。

　しかし、試してみなければ何も始まらない。

　アーサー・ルイは腰を上げ、マリアンヌの額にキスを落とした。

「お前を目覚めさせてみせる。必ず」

　自分に言い聞かせるようにして声に出すと、寝室を出ていった。

「殿下、どちらへ」

　カイルが後ろから問いかけてくる。

「森へ行く。マリアンヌが目を覚まさないのはフェ・ノアールの仕業に違いない。何が望みなのか聞きにいく」

「かしこまりました。では、馬の準備を」

「独りで行く。お前は来るな」

　即座に命じたがカイルは同じ足取りでアーサー・ルイの後をついてくる。

「そういうわけにはいきません。殿下の側を離れないのが任務ですので」

　こうなると、同じことの言い合いで一向に前に進まなくなることは今までの経験上わかっていた。

　舌打ちしたいのを堪え、ただ無視を決め込んで厩へ向かった。






　アーサー・ルイがシルヴィアの森に入ったのはまだ午前中だった。昼夜幾度となく訪れている場所だが、一度もフェ・ノアールの声を聞いたことがない。

　マリアンヌはアーサー・ルイの目の前でフェ・ノアールと会話をしていた。それをカイルも見ていたのだ。

　国境地に到着すると、そこは先日と同じように光が差し込み幻想的な雰囲気に包まれていた。

　少し離れたところにカイルがいるのを確認する。アーサー・ルイの意図を察して気配を消すように物音ひとつ立てないで待機している。

　アーサー・ルイは神経を集中させ、心の中でフェ・ノアールに呼びかけた。

　――ヴァザシア国王子、アーサー・ルイだ。フェ・ノアールと話したい。

　しんと静まりかえった樹海は風さえない。何本もの差し込む光がキラキラと虹色に輝いているだけだ。

　――マリアンヌ……いや、ナタリア姫が目を覚まさない。このままでは衰弱し、死の危険もあるのだ。力を貸してほしい。

　渾身の力を込めて訴えた。すると、静寂だった森にざわめくような風が吹き抜けた。それはアーサー・ルイの髪を乱し、愛馬が顔を背けるほどの強さに変わっていく。

『ナタリアはもうすぐ目を覚ますでしょう。その時すべての記憶が戻り、自分の使命を思い出す。それを阻止できるのはアーサー・ルイ王子、そなただけ』

　フェ・ノアールの声を初めて聞いたアーサー・ルイは疑心暗鬼のまま脳内に記憶された言葉をたどる。

　――ナタリアの使命？　いったいそれは何だ？

『そなたと結婚後、王と王子であるそなたを暗殺すること。ノルガイル王家はヴァイキングに囚われの身となっている』

　すべての疑惑が一瞬にして解明された。

　密偵を飛ばしていたのに未だなしのつぶてだったのは王の姿がどこにも見当たらなかったからだろう。窓のない牢獄に投獄されているに違いない。

『ノルガイル国を救うのです。もし、シルヴィアの森をノルガイル国とヴァザシア国との中立の場とし、独立させるのなら、手を貸しましょう。我々は百年前の争いの時のように、この森を荒らされたくありません』

　アーサー・ルイの心を読んだフェ・ノアールにそう言われ、熟考する。

「フェ・ノアール、わかった。それならば一刻も早くノルガイル国を救う計画を立てよう」

　クスクスとからかうような笑い声が脳内に響く。

『約束ですよ、アーサー・ルイ王子』

　その声を聞いた刹那、一瞬にして辺りが静寂に包まれる。残ったのは光が差し込む神秘的な光景だけだった。

















第四章












（一）






　マリアンヌ、そう呼ばれていたことは記憶に新しい。

　自分が何者で、どうしてヴァザシア国へやってきたのかを鮮明に思い出したナタリアは、記憶が戻ったことに苦しんでいた。

　思い出したくない事実。

　自分はヴァザシア国と敵対する国、ノルガイル国の姫だっただけではなく、ヴァザシア国を乗っ取る手下として送り込まれたのだ。

　ヴァザシア国王子の心を掴み、結婚すること。それが始まりで、上手くいった後はもっとひどいことを行わなくてはならない。

　だが成功すれば、ヴァイキングによって両国もろとも支配されるということも知っている。

　フェ・ノアールは王子が救ってくれるとナタリアに言った。本当だろうか？　フェ・ノアールを信じるか否かはナタリア次第だった。

　フェ・ノアールは両国からの支配を望んでいないとナタリアに告げた。シルヴィアの森が両国から独立した場所になること、それが望みだと。

　フェ・ノアールにも目的があるのなら、信じることに懸けてみるべきなのかもしれない。

　王子を説得し、ノルガイル国とフェ・ノアールの希望を伝えなくてはならない。そして王子と結婚する必要がある。

　王子は両国が結婚によって結ばれれば敵対している両国の問題を友好的に解決できると考えているのだから、自分がナタリア姫だと思い出したと告白すれば、愛する王子と結婚することは可能だろう。

　アーサー・ルイ王子を愛している。自分の気持ちにナタリアはすでに気がついていた。アーサー・ルイ王子も同じような気持ちを抱いてくれるだろうか？　王子とのキスを思い出し、熱く甘い感情が込み上げてくる。

　王子に愛されたなら、そんな幸せなことはない。

　まず先に記憶を取り戻したことを話し、祖国の状況を説明しなくては……。

　ナタリアは決意を胸に庭園に出た。

　祖国を思い出すカメリアの花を見かけ、ふと足を止める。判断を間違えれば、父と母、そして国民を窮地に立たせてしまう。心は不安でいっぱいだった。

「マリアンヌ、気分はどうかな？」

　アーサー・ルイ王子に声をかけられ、ナタリアの全細胞が活性化し、体温が上がって熱くなった。

「ご心配をおかけしました」

　王子が素早くナタリアに近づいてきて、手をぎゅっと握った。同時に顔を覗き込まれる。その親密な仕草に心臓がドキドキと早鐘を打ち始めた。

「マリアンヌ、そなたがナタリア姫だということはわかっている」

　ナタリアは衝撃のあまり言葉が出ず王子の目に囚われたまま身動きができなくなった。

「シルヴィアの森での様子から、そなたはフェ・ノアールと話したのではないかと思っている。フェ・ノアールがそなたの記憶を消したのなら、あの時記憶を戻したのでは？　俺はそなたの味方だ。思い出したのであればすべてを打ち明けてくれないか？」

　ナタリアは不意打ちを食らってしまい、うろたえた。

「は、はい。記憶は……戻りました。すべて。殿下、ノルガイル国に危機が迫っているのです。それに、ノルガイル国を襲ったヴァイキング達はこの国も狙っているのです」

　王子は驚いた様子もなく冷静にナタリアの話を聞いている。ナタリアの話を信じていないのだろうか？

「わかっている。今ノルガイル国を救う準備をしている。密偵の鷲を送り込み、様子を見させている。ノルガイル国の様子は特に変わりない。ノルガイル王と妃は城に軟禁されているのだろう」

「ああ、どうか父と母が無事でありますように……」

　ナタリアは咄嗟に祈りを声に出していた。

　真剣な表情でナタリアを見つめる王子の視線が力強く、ナタリアに勇気を与えてくれるような気がした。

「殿下。わたくしがここへ来たのは、王と王子の殺害を強いられているからです」

　声が震えて上手く話せない。それでもナタリアは最後まで言い切った。

「よく話してくれた。なんと勇敢な姫だ。そなたこそ、求め続けてきた生涯の伴侶だ。ならば、敵を欺いてやろうではないか」

　アーサー・ルイ王子が自信ありげに頷いて、ナタリアを抱き寄せた。ぎゅっと抱きしめられ、男性的な力強さと熱に包まれる。王子の匂いに心が満たされていくのを感じた。

「ナタリア……俺の心はそなたのものだ。愛しているからこそ、そなたの愛する者も必ず守ってみせる。案ずるな」

　ナタリアの不安をかき消してくれる魔法の言葉だった。心を大きく揺さぶられ、感動のあまり瞳が潤み、涙が頬を流れ落ちる。不意に体を離され顔を見上げるが、涙でぼやけてよく見えない。その時、息を奪うように唇を塞がれた。

　強く押しつけられ存在を知らしめられる。その後くすぐるように唇を撫でられ、ナタリアは咄嗟に唇を開いた。

　その隙間、熱い塊が押し入り、ナタリアの舌先に触れたと同時に、引き出すように誘導される。まるでダンスを踊るような絶妙な動きで絡められると、肌が粟立ち全身に甘い痺れが駆け抜けた。

　抗うことなどできなかった。こんなにも王子に魅了されてしまっているのだ。

　舌を絡ませ合う親密な口づけに全身が弛緩し、蕩けてしまいそうだ。

　甘美な口づけを止めてほしくなくて、ナタリアは真似をするように舌を動かして絡ませた。

「ン……ふぅ……ぁ……」

　もうろうとする意識の中、自分の甘い声が耳に届いて茫然とする。唇は離れており、熱い視線がナタリアを包んでいる。

　上手く息ができずに、荒々しい息遣いで胸が上下していた。

　庭園でこんなふうに朝から官能的なキスを受けていたことに今更ながら気づかされ、我に返ると羞恥で逃げ出したくなった。

　熱く腫れぼったくなっている唇を指先でたどられる。敏感になった唇はそうされただけでジンジンと痺れ、痙攣したように痺れた。

「このままではこの場で純潔を奪ってしまいそうだ」

　息を呑んで魅入ってしまうほど妖艶な眼差しを向けられていた。

　掠れた低い声が下腹部に響き熱を持たせる。

　心の中では今すぐ奪ってほしい……と、ふしだらな欲望で体が熱くなる。

「そんなすがるような目で見つめられると本当に抑えが効かなくなるぞ」

　息がかかるほど近づかれ、ナタリアはうっとりとしてしまう。唇が触れ合いそうなほど近い。王子が息をする度、くすぐったい。

「殿下が望まれるなら……。わたくしは喜んで純潔を捧げます」

　王子は無表情のままナタリアを見つめている。その視線はとても熱い。

「すぐにでも結婚式を執り行おう、ノルガイル国王と王妃に来てもらうために使いを送る。すべて手はずを整えるまでは、感情に流されるわけにはいかない」

　アーサー・ルイ王子の真摯な態度にナタリアは、父から言われた言葉を思い出した。

　父は、王子の人柄を見極め、最善の方法をとるようにとナタリアに告げた。今、ナタリアはアーサー・ルイ王子がどんな人なのかを少なからず知っている。

　最初はとても怖かったが、立派な人だと理解していた。人の上に立つ威厳があるが、思いやりも持ち合わせている。

　人を引きつける容姿だけではなく、王子が放つ強いエネルギーに人は信頼を寄せるのかもしれない。

　強く熱く眩しい黄金の光に包まれている特別な強さを持つ人。この人こそ、ノルガイル国を救い平和な世を作り出してくれるに違いない。

「わたくしは、殿下を信じております」

　王子にぎゅっと抱きしめられると耳元に唇を押しつけられた。

　自分の鼓動の音が大きく聞こえる。

「案ずるな。すべて任せればいい。しかし、結婚前にそなたの純潔はもらう。結婚式当日に怖じ気づかれては困るからな」

　ぞくりと背筋が震えた。耳元で囁かれた甘美な刺激だけのせいではない。王子の言葉に興奮したのだ。










（二）






　アーサー・ルイはカイルと数名の騎士を連れて深夜シルヴィアの森を抜けノルガイル国に入る計画を綿密に立てた。

　少人数の方が目立たず機敏に動くことができるだろう。

　ナタリアに想いを告げ、結婚の約束をしたその夜、アーサー・ルイ達は計画を実行に移していた。

　シルヴィアの森を抜けると、地面は真っ白な雪で覆われている。体感温度が一気に下がり、外気に曝されている顔が痛くなる。息を吐き出す度に白く煙った。

　アーサー・ルイの密偵の鷲がスピードを合わせるように頭上で円を描きながら飛んでいた。夜の暗闇では肉眼では見えないが、アーサー・ルイには自分の密偵の存在を感じられた。危険を察知したら知らせてくるはずだ。

　静寂の中ではフクロウの鳴く声、時折吹き抜ける風の音、それに混じり、馬の息遣いと足音が重なり合っている。

　その音がとても大きく感じられ、緊張を強いられた。

　密偵の情報では、ノルガイル城にヴァイキング達が立てこもり、好き勝手をしているようだった。

　ヴァザシア騎士団一行は町に入ると、馬を隠し徒歩で城に近づいていく。

　入念に計画を立てた通りに二人一組でそれぞれ別ルートから城に侵入することになっている。今夜ヴァイキングどもを撃退し、王と王妃を救い出さなくてはならない。

　暗闇の中、アーサー・ルイはカイルと一緒に迷わず城を目指すことができた。密偵の鷲が空から危険がないかを確認し、主人を導いているからだ。

　カイルが立ち止まり口笛を吹いた。刹那、大きな鷲が急降下し、見張りに次々と襲いかかった。

　ヴァザシア国の兵が襲ってこないと油断していたのか見張りはそれほどいない。

　見張りは目を攻撃され、その場に倒れて痛みでのたうち回っている。カイルがとどめを刺し、辺りは静寂に包まれた。

　ふたりは鷲に導かれるまま城の中に入り、地下へ向かった。そこに王と王妃が囚われているはずだ。

　部下は城内にいる敵を密偵の鷲とともに素早く倒す手はずだ。

　カイルの鷲とアーサー・ルイの鷲が同時に番人を襲い、悲痛な声が地下に響いた。それを合図に、牢獄に近づき中を確認する。

「ノルガイル王」

　アーサー・ルイは、王妃を抱きしめこちらを警戒するノルガイル王の視線を受けて呼びかけた。

「ヴァザシア国王子、アーサー・ルイです。助けに参りました。ナタリア姫は無事です」

「まぁ……。ナタリアは無事なのですね……」

　王妃が顔を上げアーサー・ルイを見た。

「はい」

　漆黒の艶やかな髪は所々白いものが交ざっているが、肌は透けるほど白く、なんと言ってもナタリアと同じアイスブルーの瞳を持つ王妃を見ると、自然と労りの気持ちが増してくる。

　ノルガイル王と王妃を無事に救い出せれば、どれほどナタリアを安堵させ喜ばせることができるかを想像しただけで、アーサー・ルイの心は満たされていく。

　愛しい人の喜びが自分の喜びになることをこの時初めて知った。

　倒れた番人から牢獄の鍵を奪ってきたカイルが、開錠する。

「さぁ、もう大丈夫です。我々とともに、我が国へお越しください。ナタリア姫がお待ちです」

　王はアーサー・ルイの言葉に疑心暗鬼なようで、王妃を強く抱きしめたまま動かず、探るような視線をアーサー・ルイに向けている。

「町は、国民はどうなっている？」

「ヴァイキング達は町へは行っていなかったようで、危害を加えられた痕跡はありませんでした。ナタリア姫は、すべてを話してくれましたよ。ヴァザシア国に助けを求めるようにと王が忠告したことを……」

　ノルガイル王が頷いた。

「その通りだ。フェ・ノアールに邪魔されはしないかと心配していたが、大丈夫だったようだな」

「ええ。フェ・ノアールには考えがあったようです」

　アーサー・ルイはノルガイル王にシルヴィアの森を今後侵略しないというフェ・ノアールの要望を伝えた。フェ・ノアールがノルガイル国とヴァザシア国の争いを望んでいないことも。

「私はナタリア姫の記憶が戻らず、事情を把握していない間にすでに恋に落ちておりました。どうか、ナタリア姫を我妻に……。一生忠誠を誓い、ヴァザシア国とノルガイル国の和平のために尽力することを誓います。父、ヴァザシア国王もそれを望んでいます」

　アーサー・ルイは一歩前に脚を踏み出し、王の前で頭を下げ手を差し出した。

　和平の証しの握手のためだ。

　数秒が数分に感じられるほどの緊張がその場にあった。そして、アーサー・ルイがさし出した手が強い圧力で握られた。

　視線を手元に移すと、ノルガイル王の両手が自分の手を握りしめていた。咄嗟に顔を上げ目を合わせる。

　王はアーサー・ルイの目をしっかり見つめ、力強く頷いた。

「ナタリアのもとへ参ろう」










（三）






　アーサー・ルイ王子と約束を交わしてから、王子に会えないまま結婚式の準備が慌ただしく行われていた。ナタリアは言われるままにドレスの生地を選んだり、採寸をされたりして過ごした。

　結婚式は三日後に行われると決まったと、ジルからたった今聞かされたところだ。

「三日後？　結婚式には本当にノルガイル国王と王妃に来ていただけるのかしら？」

「はい。カイル様がお迎えに向かっているそうなので、確かだと思います」

　王子にすべてを打ち明け、気持ちを確かめ合った日からまだ二日しか経っていないというのに、こんなに早く計画が進められていることにナタリアは驚きを隠せない。

　王子なしでシルヴィアの森を抜けノルガイル国に入ることはできないのだから、カイルと一緒に救出に向かったに違いない。

「アーサー・ルイ王子も一緒なの？」

「それはわたしにはわかりませんけれど……。お見かけしないので、そうなのではないでしょうか」

　ジルはカイルの情報しか知らないのだろう。アーサー・ルイ王子とカイルはノルガイル国へ向かったと考えていい。

「あの、それから、ウェディングドレスの仮縫いができたと針子が申しておりました。すぐにでも試着していただきたいそうですよ」

　ナタリアが考え込んでいるとジルが急かすように告げた。

「ええ、わかったわ。ではすぐに……」

　ナタリアがそう告げるとジルは手早く針子達を中に入れ、ナタリアのドレスを脱がしていった。

　マリアンヌがノルガイル国のナタリア姫だということは、すぐに城で働いている者達に伝えられていた。

　ジルは驚愕を隠せず、動揺していたが、マリアンヌがナタリア姫として王子に嫁ぐことになることを理解すると、とても喜んでいるのが感じられた。

　ナタリアにとってジルは姉のような存在だ。一人っ子のナタリアは兄妹という存在に羨望を抱いてしまう。

　ノルガイル国もヴァザシア国も歴史的に独りしか子供を授からない。ヴァザシア国は常に王子、ノルガイル国は王女であったり王子であったりした。

　王女だった場合は貴族階級から婿養子が選ばれた。

　ノルガイル国は雪で覆われた国だが、天然石や資源をもっており、商業で栄え裕福だ。ノルガイル国の名が広く知れ渡っていたからヴァイキングの侵略を受けたのかもしれない。

　初めて見る甲冑に身を包んだ強靱なヴァイキングの男達はいろいろな肌の色をしており、髪が炎のように赤い者もいた。目の色も見たことがないほど黒い者もいて、闇のように黒い瞳を見ただけで恐怖で体が震えるほどだった。

　闘うことが生きがいだと言わんばかりの荒々しい男達を相手に、アーサー・ルイ王子とカイルだけで本当に大丈夫なのだろうか？

　計画通りにいかなければふたりだけで闘うことは無理なのではないか？

　王子の身にもしものことがあったら……。そんな悪いことを考えると恐怖で胸が苦しくなる。

「まぁ素敵ですわ、ナタリア姫」

　考え事をしているうちに、仮縫いのウェディングドレスを着せられ鏡の前に立たされていた。

「まぁ……」

　なんて素敵なのだろう。鏡に映っているナタリアは息を呑むほど素晴らしかった。

　見事なレースで覆われた豪奢なドレスはサテンのリボンで腰をきゅっと結ばれ、腰から下は何段にも重なったフリルによってふわりと広がっている。

　女性なら誰もが憧れる美しいドレスだ。

　このドレスを着てアーサー・ルイ王子と結婚したい。

　どうか、無事でありますように……。

　王子とカイルが無事にノルガイル国王、王妃を連れて戻ってきてくれることをナタリアは祈るしかなかった。






　その日はふたりの様子がわからないまま夜になった。

　ナタリアはベッドに横になってもなかなか寝付くことができず、考えることを止められなかった。

　王子とカイルは無事だろうか？　すべて計画通りなのだろうか……。どうしても最悪の状況を考えてしまう。

　恐怖のあまり体が震え始めた。勝手に涙が溢れ、すすり泣くような声が出てしまう。

「ナタリア……泣いているのか？」

　王子の低く甘い声でそう言われたような気がして、耳を澄ませた。物音ひとつ聞こえない。王子を想うあまりの幻聴なのかもしれない。

「どうか……ご無事で……」

　無意識のうちに声に出していた。

「誰を案じている？　ナタリア」

　不意に髪を撫でられて、驚きのあまり悲鳴のような声が漏れた。

　暗闇が一瞬にして蝋燭の暖かい光に包まれると、目の前にアーサー・ルイ王子の端正な顔があった。寝ているナタリアに覆い被さるような形で正面から覗き込まれ、頭部を撫でられている。

　これは夢に違いない。現実であるわけがない……。

　ナタリアは身動きできず、言葉も発することができないまま、ずっと想いを寄せていた王子の目を見つめ続けた。

　これが幻覚ならすぐに消えてしまうに違いない。それなら消えるまで目を離したくない。

　王子が不思議そうに首をかしげる。

「どうした？　俺がここにいることに驚かないのか？」

　その質問はもっともだ。寝室に王子がいる状況に驚かないわけがなく、恐怖を感じても不思議ではない。取り乱すのが普通の反応だろう。しかし今ナタリアは茫然として王子を見ているだけなのだ。

　ナタリアはそっと手を動かし、おそるおそる王子の腕に触れてみた。

　確かな感触を感じる。しかも手のひらに人肌さえ伝わってくる。これは幻覚ではなく、実物なのだとわかった。

「あっ……ほ、本物……？」

　素っ頓狂な声が出た。王子はナタリアの言葉を聞いて破顔し、声を出して笑った。

「ああ、ここにいるのは本物だ。もしかして、幻覚を見ていると思ったのか？」

「は、はい」

　王子がナタリアの手を掴み、自らの顔に触れさせた。ナタリアは手に温かな肌の温もりを感じた。顎の辺りは少しざらついた感じがする。指先に痺れたような甘く疼く快感を味わってしまう。

「ここにいるのは実物のアーサー・ルイだ」

「は、はい。でもどうして……」

「無事を確かめたかった。少しの間留守にしていたからな」

　やはり、王子はノルガイル国に行っていたのだ。

「ノルガイル国に行かれていたのですか？」

　もう片方の手で王子の腕を掴むと上半身を起こして、問うた。

　王子の眼差しは優しくナタリアを包み込む。

「もう、何も心配はない。そなたがどんな目に遭ったかもノルガイル王から聞いた。ノルガイル国を侵略した者はもういない。王と王妃は明日にはこの国に到着するだろう。もう大丈夫だ」

　王子の言葉がまるで夢のようで、ナタリアはやはりこれは幻なのではないかと疑ってしまう。

「これは、夢なのでは……」

「いや、本当だ。ナタリア。これで我々が結婚すれば両国はひとつとなり、問題は解決される。フェ・ノアールとも協定を結んだ。森には一切手を出さずフェ・ノアールに委ねることを条件に、両国民が往来できる道を確保した」

　ナタリアはフェ・ノアールに言われたことを思い出した。フェ・ノアールは望みを叶えたことになる。

「では、本当に……すべてが解決されたのですね」

　アーサー・ルイ王子が力強く頷き、頬に添えられてあるマリアンヌの手をそこから離すと、手のひらにキスをした。

　手のひらへのキスはとてもくすぐったく、親密な感じがして、官能的だった。

　今までは夢の中にいるようなふわふわした感覚だったのに、突然すべてが現実味を帯び始め、ドキドキと心臓が早鐘を打ち始めた。

　王子の存在をまざまざと感じると、全身が活性化されたように熱を持ち始める。

「どうした？　顔が赤い。体温が上がっているようだな」

「あ、えっ……いえ……ご心配には……及びません」

　不意に王子の顔が近づいてきて、驚きのあまり体が硬直し、息をすることさえ忘れてしまう。動揺していると、額に額がくっつけられていた。

　鼻先も接触していてとても平常心ではいられない。鼓動の音がやたら速く大きく耳に響いていた。

「熱はないようだ」

　王子の息がナタリアの柔らかい唇をくすぐると、背筋に甘美な震えが駆け抜けた。額と鼻先が接触したまま背中を手のひらでさすられる。

　薄い夜着越しに体温が伝わってくる。

　まるで王子に包み込まれているみたいだ。温かい体温と王子の匂いはナタリアをうっとりとさせる。

　王子が無事だったこと、両親と祖国が危機を脱することができて、安心したからかもしれない。こわばっていた体が弛緩していく。

　力が抜けたからなのか、体が自然に王子のほうへ吸い寄せられるように傾く。それをしっかり抱きしめられた。

　ぎゅっと抱きしめられ、硬い肉体の感触に男らしさを意識してしまう。

　ナタリアは、今すぐ王子の妻となる証しが欲しくなった。

「あと数日経てばそなたは俺の妃となる。しかし、約束通り今すぐ妻の証しが欲しい」

　まるでナタリアの心を読んでいるように、考えていたことを言われて、そのことに少なからず勇気を持てたナタリアは、王子の背中に手を回し、ぎゅっと抱きついた。

「わたくしも……同じ思いです。今すぐ、殿下の妻に……。その証しを与えてください」

　囁いた刹那、上を向かされ、唇を奪われる。激しく情熱的な口づけを受け止めるだけで精一杯だった。

　気がつけばベッドに押し倒され、男性的な硬く熱い体の重みを感じた。けして苦痛ではない。むしろ、その重みに支配されることに恍惚となる。

　重なり合う体が擦れる。薄い夜着が肌に擦れ甘い痺れが駆け抜ける。摩擦によって体温が上がり皮膚が敏感になった。

「はぁ……」

　息遣いが激しくなるが口を塞がれているので上手く息ができない。それなのに、口内を埋め尽くすほどの存在感のある熱の塊が押し入ってきてナタリアを翻弄した。

　舌を絡められる度に淫靡な水音が耳に入り、恥ずかしくなる。そうなると、体が勝手に波打ち、くねるような動きになってしまう。すると、体と体が擦れ、得も言われぬ快感に襲われた。

　激しく熱い濃厚なキスで脳が蕩けそうになっているのに、さらに全身の摩擦がナタリアの官能に火をつける。

　下腹部が熱く火傷しそうだ。結婚すればどんなことをするのかまったく知らないナタリアに不安がないと言えば嘘になる。けれど、これほど親密な行為を愛する人と共有することに感動のような興奮を覚えた。

「はぁ……あ、ああっ……」

　自分の声が耳に届き、唇が解放されたことを知る。

　うっすらと開いた目に映ったのは王子の欲情に潤む瞳だった。その表情は妖艶で美しく、艶めかしかった。

　独特の色香に気圧されてしまう。

「シルヴィアの森で見たその日から、お前は俺を虜にした。フェ・ノアールはこうなることを知っていたのだ。だからお前を助け、利用した。それは正しかった。運命だったのだから……」

　アーサー・ルイはそう言うと、ナタリアの夜着を脱がした。

「ああ、ナタリア、お前は俺の妻だ」

　アーサー・ルイの唇はナタリアを堪能するように肌を味わった。ナタリアの口から切なく甘い声が吐息とともに漏れ始める。それは次第に切羽詰まった喘ぎ声に変わっていった。

　重なる肌がお互いの熱で汗ばみ、全身が快感に包まれる。怖くはなかった。むしろ、愛しい人とこんな親密な行為をしていることが嬉しくて、満たされていく。

　ナタリアは初めて経験する行為と、そこからもたらされる感情に翻弄され、我を忘れて夢中になっていった。

「愛している、ナタリア」

　耳の傍で鼓膜を震わせる愛の言葉に胸が熱くなる。愛されていることを実感したことで幸福感が大きくなっていくのを感じた。

　アーサー・ルイが現れるまであれほど不安で怖かったのに、今のナタリアは王子の愛に包まれ幸せだった。
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エピローグ












「おじぃたまっ」

　舌っ足らずで王に向かって必死で呼びかけるマリアンヌ姫は、今度は裸足のまま中庭を走り出した。

「姫、お待ちください」

　ジルがすぐに小さな姫の後ろに追いついた。

「おじぃたまっ」

　朝の散歩をしていた王がやっと孫娘に気がつき足を止めた。

「これはこれは、我の可愛いプリンセスではないか」

　目尻に皺を寄せ満面の笑みでマリアンヌ姫に手を差し伸べ、抱き上げる。

　姫は甲高い声を上げて喜んだ。

　苦虫をかみつぶしたような表情で知られている王が孫娘を見る表情は、まるで別人である。

「おじぃたま、いっちょにさんぽする～」

　まだ二歳の愛らしい孫娘に首に抱きつかれてそう言われては王もメロメロである。

「よしよし、では、散歩に行こう。しかし、母君が心配してはいけないからな。じいと散歩に行くと伝えてからだよ」

　王はマリアンヌ姫を抱きながら、アーサー・ルイ王子とナタリア妃が朝食を取っているテーブルへゆっくりと移動していく。

　ジルは自分が王子と妃に伝えると気を利かせるべきかどうかわからず、ただうろたえながら王の後をついていくしかなかった。

　マリアンヌ姫には世話係ナニーがいるが、午後から朝方までの勤務になっており、午前はナタリア妃が自ら世話をすることを望んでいるのでそうしているのだ。

　ナタリア妃は朝食後、姫と散歩することが日課になっているが、最近活発になり始めた姫は少し目を離した隙に、大好きな王の姿を見て駆けだしてしまったのだ。

　第二子妊娠中の妃が朝食中は、ジルが姫から目を離さず注意を怠らない。

　王がやってくるのを最初に気がついたのは、ナタリア妃だった。席を立とうとする妃に片手で制する。

「そのままでよい。楽にしていなさい。マリアンヌ姫に散歩に誘われたのでな。今から連れていくがよいか」

「おじぃたまと散歩にいくの～」

　可愛らしい声が重なる。

「我が姫のお願いには王でさえ拒否できないらしい」

　アーサー・ルイ王子に揶揄されても王は笑顔のままだ。

「散歩が終わったら連れてくるから、ゆっくり朝食を取ってなさい。さぁ姫君、行こうか」

「はいっ！」

　元気の良い挨拶を合図に王は踵を返し庭園の中心部へ向かっていった。

　ジルは、引き続き王とマリアンヌ姫に同行した。

「王のあんな嬉しそうな顔を見ることができる日が来るとは……。王妃……母が亡くなったのは三歳の頃だ。後妻を迎えずこの国の王としての務めを全うしてきた厳格な父の幸せそうな顔を見れて俺は嬉しい。ありがとう。ナタリア」

　アーサー・ルイが優しく笑った。

「わたくしこそ、とても幸せです。マリアンヌを妊娠したとわかった時、王はあまり喜んでいらっしゃるようにはお見受けできなかったので……不安で……。それに生まれたのが姫だったことで、心配になりましたけれど、あんなに可愛がってくださるなんて……」

「王は心では孫ができることを喜んでいたに違いない。ただそなたの体を心配する気持ちが強かったのだろう。そなたと出会えたことで、俺の世界は大きく変わった。そしてヴァザシア国とノルガイル国にも幸運が訪れた」

　アーサー・ルイ王子がナタリア妃の頬を手のひらで包み込み、熱く見つめた。ナタリアはヘーゼル色に輝く瞳に魅入られる。瞳の中に孕んだ熱にうっとりとしてしまう。

「もうひとつ大事なことをお忘れですわ。シルヴィアの森がフェ・ノアールの望み通りになったことで、きっと妖精達が幸運を与えてくれたに違いないのですから」

　アーサー・ルイが同意するように頷き、顔を近づけるとナタリアの唇を塞いだ。柑橘系のフルーツの香りが一瞬広がる。

　キスは次第に熱く激しく変化していった。

　ナタリアは夢中で夫の熱いキスに応えた。その時、腹部にドンと蹴りつけるような刺激を感じ、悲鳴のような声が漏れた。

　驚いたアーサー・ルイが咄嗟に顔を離した。

「どうした？」

　驚き心配そうな表情でナタリアを凝視している。

「大丈夫。ただ、この子はとても活発な子だわ。今お腹を蹴られたの！　あ、ほら、また！」

　夫の手を取るとナタリアはそれを腹部に触れさせた。

　ドン――とまた大きく振動があった。

「あ、ああ、本当だ。今、手のひらに感じた。はははっ、なんと元気の良い子だ」

　瞳を輝かせて喜ぶ夫の姿にナタリアは嬉しさでいっぱいになる。幸福感で胸が熱くなった。

「わたくしはとても幸せです。あなたと出会えてよかった。フェ・ノアールに感謝します」

　ナタリアの心からの素直な気持ちが言葉となった。

「ああ、俺も同じ気持ちだ。こんな幸福が訪れるとは想像もしていなかった。フェ・ノアールに感謝しなくてはならないな」

　今度はナタリアのほうから愛しい夫の頬に両手を添えて引き寄せると唇を重ねた。顔の角度を変えながら重なり合うふたりの間に優しい風が吹き抜けた。

　クスクスと笑うフェ・ノアールの笑い声がキラキラ輝く光を纏った風に乗って流れていく。

　ふたりの熱いキスは、姫が戻ってくるまで続けられた。
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